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5月7日から本庁舎での業務が始まります

障害福祉のご案内

災害復旧支援室を開設しました

特定計量器『はかり』定期検査
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高齢者福祉サービスのお知らせ

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

学校教育ビジョンが改訂されました

青少年育成コーディネーター通信

図書館インフォメーション
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　市民・事業者の皆さんには、
ご不便をおかけしましたが、市
役所本庁舎の耐震・改修工事
が完了し、次の部署が市役所
南館・分室・春日居支所から
移転し、5月7日（水）から本庁
舎での業務を始めます。

小
林
副
市
長
が

　
就
任
し
ま
し
た

　
小
林
明
氏（
60
歳
）が
、
平
成

26
年
市
議
会
第
1
回
定
例
会
に

お
い
て
同
意
さ
れ
、
平
成
26
年

4
月
1
日
、
新
た
に
副
市
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

▼
小
林
副
市
長
の
略
歴

　
昭
和
28
年
生
ま
れ
。
昭
和

54
年
山
梨
県
入
庁
。
以
降
、

企
画
部
次
長
、
教
育
次
長
、

観
光
部
長
、
会
計
管
理
者
な

ど
を
歴
任
。
平
成
14
年
4
月

か
ら
16
年
10
月
に
か
け
て
は
、

旧
大
泉
村
の
助
役
に
就
任
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

移転する部署

南館から

分室から

春日居
支所から

市　長　室
副　市　長　室
経　営　企　画　課　秘　書　担　当
総　務　課　消　防　防　災　担　当

総　務　部
　総　務　課
　管　財　課
経　営　政　策　部
　経　営　企　画　課
　財　政　課

建　設　部
　管　理　総　務　課
　土　木　課
　まちづくり　整　備　課
産　業　観　光　部
　農　林　振　興　課
　農　林　土　木　課
　観　光　商　工　課
農 業 委 員 会 事 務 局
観 光 物 産 連 盟 事 務 局

笛吹市役所分室

笛吹市役所南館

一部移転

本庁舎で業務開始の部署

２F

１F

市　長　室
副　市　長　室
総　務　部
　　総　務　課
　　管　財　課
経　営　政　策　部
　　経　営　企　画　課
　　財　政　課

建　設　部
　管　理　総　務　課
　土　木　課
　まちづくり　整　備　課
産　業　観　光　部
　農　林　振　興　課
　農　林　土　木　課
　観　光　商　工　課
農 業 委 員 会 事 務 局
観 光 物 産 連 盟 事 務 局

■問合せ先
　管財課　管理担当
　☎055（262）4111

2F

1F

石和保健福祉センター業務部署

保健福祉部（笛吹市福祉事務所）
　　福　祉　総　務　課
　　生　活　援　護　課
　　高　齢　福　祉　課
　　地域包括支援センター
　　健　康　づ　く　り　課
　　介　護　保　険　課

保健福祉部
　　児　童　課
　　保　育　課

2F

1F

笛吹市役所本庁舎業務部署

市　長　室
副　市　長　室
総　務　部
　　総　務　課
　　管　財　課
経　営　政　策　部
　　経営企画課
　　財　政　課

建　設　部
　　管　理　総　務　課
　　土　木　課
　　まちづくり　整　備　課
産　業　観　光　部
　　農　林　振　興　課
　　農　林　土　木　課
　　観　光　商　工　課
農業委員会事務局
笛吹市観光物産連盟事務局

4F

3F

2F（正面玄関）

公　営　企　業　部
　　業　務　課
　　水　道　課
　　下　水　道　課

教育委員会
　　教　育　総　務　課
　　学　校　教　育　課
　　生　涯　学　習　課
　　文　化　財　課
　　ふえふき教育相談室
市民環境部
　　市民活動支援課

市　民　環　境　部
　　戸籍住民課（証明窓口・届出窓口）
　　国民健康保険課
　　環境推進課
総　務　部
　　税　務　課
　　収　税　課
会　計　課
夜間窓口・日曜窓口

総　合　案　内

笛吹市役所南館業務部署

本庁舎本庁舎本庁舎５月７日（水）か
ら

での業務が始まります。 

５月７日（水）からの業務場所一覧
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　在
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
急

病
ま
た
は
事
故
等
の
緊
急
時
に
、
迅
速

な
救
助
が
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
上
の

安
全
の
確
保
と
不
安
を
解
消
し
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
虚
弱
な
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
（
病
弱
、
緊
急
性
の
持

病
が
あ
る
方
）
等

　乳
酸
菌
飲
料
を
直
接
手
渡
す
こ
と
に

よ
り
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
で
虚
弱
等
の
状
況
に
あ
り
、
安

否
確
認
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

　高
齢
者
本
人
の
情
報
（
か
か
り
つ
け

医
や
家
族
の
連
絡
先
等
）
を
記
入
し
た

シ
ー
ト
等
を
入
れ
る
容
器
を
配
布
し
、

災
害
時
や
緊
急
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達

を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象

　75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
属
す
る
方
お
よ
び
障
害
者
手

帳
の
所
持
者
ま
た
は
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
等
で
、
災
害
時
要

援
護
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
方

　食
の
確
保
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者

に
昼
食
を
配
達
し
、
自
立
生
活
の
支
援

と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
あ

っ
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

　家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
要
介
護
状

態
へ
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
一

人
暮
ら
し
な
ど
の
理
由
に
よ
り
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
た
め
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方
（
介
護
保

険
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
）

　ヘ
ル
パ
ー
等
を
派
遣
し
、
在
宅
で
の

掃
除
・
洗
濯
・
食
事
や
食
材
の
確
保
・

生
活
指
導
等
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、

要
介
護
状
態
へ
の
予
防
お
よ
び
自
立
生

活
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
等
で
生
活
援
助
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
方
（
介
護
保
険
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
い
方
）

　居
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
等
で
外
出

で
き
な
い
高
齢
者
に
、
在
宅
で
の
理
美

容
の
出
張
料
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
寝

た
き
り
等
で
外
出
が
困
難
な
方

　寝
具
を
日
に
干
す
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
に
対
し
、
寝
具
の
洗
濯
乾
燥
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の

方
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
虚
弱
等
の
状
況

の
方

　家
屋
内
外
の
整
理
整
頓
や
粗
大
ゴ
ミ

等
の
搬
出
等
、
在
宅
生
活
の
継
続
に
必

要
な
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
の
方

で
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

　住
宅
用
火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器

の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

予
め
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
の
う
ち
助
成

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

　軽
度
な
要
介
護
者
に
、
介
護
予
防
用

ベ
ッ
ド
（
固
定
式
）
の
貸
与
費
用
の
一

部
を
助
成
し
、
在
宅
生
活
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象

　要
介
護
1
、
要
支
援
1
お
よ

び
要
支
援
2
の
介
護
認
定
を
受
け
た

方
、
ま
た
は
同
程
度
の
方
で
寝
台
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

　基
本
的
生
活
習
慣
が
欠
如
し
て
い
る

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
で
、
一
時
的
に

養
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
市
が

契
約
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
一
時
入

所
す
る
こ
と
で
、
基
本
的
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

▼
対
象

　60
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
制

度
で
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た
方

　家
庭
で
、
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
に

対
し
、
慰
労
金
（
月
額
1
万
円
）
を
支

給
し
ま
す
。

▼
対
象

　寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認

知
症
高
齢
者
（
と
も
に
65
歳
以
上
）

を
家
庭
に
お
い
て
介
護
し
て
い
る
介

護
者
（
入
院
や
入
所
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
利
用
が
あ
る
月
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

　在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
（
低
所

得
世
帯
）
に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象

　尿
失
禁
等
に
よ
り
常
時
紙
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
等

で
、
市
民
税
所
得
割
非

課
税
世
帯
の
方

　認
知
症
の
た
め
に
徘
徊
の
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
の
安
全
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
位
置
検
索
装
置
（
G
P
S
）

利
用
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

▼
対
象

　在
宅
で
生
活
す
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る

認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
同
一
世
帯
の
家
族

　介
護
予
防
を
前
提
と
し
た
「
歩
行
・

排
泄
・
入
浴
支
援
の
た
め
の
手
す
り
設

置
」
な
ど
の
軽
微
な
改
修
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

※
新
築
や
改
築
な
ど
大
規
模
工
事
に
か

か
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
市
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
属
し
、
介

護
保
険
制
度
で
「
自
立
」
と
判
定
さ

れ
た
方
ま
た
は
介
護
保
険
制
度
の
対

象
に
な
ら
な
い
方

　転
倒
予
防
な
ど
の
介
護
予
防
等
に
関

す
る
理
解
を
深
め
、
地
域
の
高
齢
者
が

自
ら
介
護
予
防
活
動
に
参
加
し
、
介
護

予
防
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象

　65
歳
以
上
の
高
齢
者

○
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
介
護
予
防
事
業

　地
域
の
公
民
館
や
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
介
護
予
防
事
業
を
行
い

ま
す
。

○
介
護
予
防
講
演
会

　介
護
予
防
の
普
及
啓
発
の
た
め
の

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

春
１
回
／
秋
６
回

○
ピ
ー
チ
ピ
チ
体
操
教
室

　日
中
忙
し
く
運
動
の
で
き
な
い
人

に
対
し
て
夜
間
運
動
の
教
室
を
行
い

ま
す
。
一
コ
ー
ス
6
回

○
元
気
モ
リ
モ
リ
体
操
塾

　市
内
の
運
動
施
設
を
活
用
し
、
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ジ
ム
指
導
が
受
け
ら
れ

る
教
室
を
行
い
ま
す
。
一
コ
ー
ス
12
回

　日
常
生
活
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

と
判
断
さ
れ
た
二
次
予
防
事
業
対
象
者

が
、
介
護
予
防
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
へ
の
移
行
を

防
ぐ
た
め
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

※
通
所
に
よ
る
事
業
参
加
が
困
難
な
場

合
、
必
要
に
応
じ
訪
問
に
よ
る
支
援

も
行
い
ま
す
。

①
運
動
機
能
向
上
事
業
「
つ
る
か
め
塾
」

②
栄
養
改
善
事
業
「
か
ま
ど
塾
」

③
口
腔
機
能
向
上
事
業
「
か
む
か
む
塾
」

④
認
知
症
予
防
・
支
援
事
業
「
き
ら
め

き
塾
」

▼
対
象

　二
次
予
防
事
業
対
象
者
（
要

支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）

※
生
活
機
能
評
価
に
よ
り
、
二
次
予
防

事
業
対
象
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　認
知
症
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
を

介
護
し
て
い
る
方
が
、
周
囲
か
ら
誤
解

や
偏
見
を
も
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
介
護
マ
ー
ク
（
首
か
ら
下
げ
る
も

の
）
を
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象

　介
護
者
（
市
内
在
住
の
、
介

護
の
必
要
な
方
ま
た
は
障
が
い
の
あ

る
方
を
介
護
し
て
い
る
方
）

　多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に

尽
く
し
て
き
た
満
1
0
0
歳
の
長
寿
者

を
敬
愛
し
、
そ
の
功
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

祝
金
・
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
に
10
年
以
上
継
続
し
て

住
所
を
有
す
る
満
1
0
0
歳
の
方

　老
人
の
日
お
よ
び
老
人
週
間
の
行
事

と
し
て
、
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈

し
ま
す
。

▼
対
象

　9
月
15
日
に
お
い
て
満
77
歳

・
満
88
歳
・
満
1
0
0
歳
以
上
の
方

で
、
8
月
1
日
現
在
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
各
事
業
の
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　高
齢
福
祉
課

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

ま
た
は
各
支
所

　市
で
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
介
護
を
し
て
い
る
家
族
へ
の

支
援
な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

世
帯
に
属
す
る
方
お
よ
び
障
害
者
手

　ヘ
ル
パ
ー
等
を
派
遣
し
、
在
宅
で
の

掃
除
・
洗
濯
・
食
事
や
食
材
の
確
保
・

生
活
指
導
等
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、

要
介
護
状
態
へ
の
予
防
お
よ
び
自
立
生

　市
で
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
介
護
を
し
て
い
る
家
族
へ
の

支
援
な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

配
食
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り
事

業（
乳
酸
菌
飲
料
の
配
布
に
よ

る
安
否
確
認
）

ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト（
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
）事
業

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布

事
業

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

生
活
援
助
員
派
遣
事
業

軽
度
生
活
援
助
事
業

敬
老
祝
金
支
給
事
業

長
寿
祝
金
支
給
事
業

介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業

介
護
予
防（
二
次
予
防
）事
業

介
護
予
防（
一
次
予
防
）等
事
業

居
宅
整
備
介
護
支
援
事
業

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

（
G
P
S
）

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業

寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙

お
む
つ
助
成
事
業

養
護
老
人
ホ
ー
ム
短
期
宿
泊

事
業

介
護
慰
労
金
支
給
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス

4
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

5

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り
事

業（
乳
酸
菌
飲
料
の
配
布
に
よ

る
安
否
確
認
）

2
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト（
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
）事
業

１
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布

事
業

3

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

7
生
活
援
助
員
派
遣
事
業

6
軽
度
生
活
援
助
事
業

9

敬
老
祝
金
支
給
事
業

21
長
寿
祝
金
支
給
事
業

20
介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業

19

介
護
予
防（
二
次
予
防
）事
業

18

介
護
予
防（
一
次
予
防
）等
事
業

17
居
宅
整
備
介
護
支
援
事
業

16
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

（
G
P
S
）

15

介
護
予
防
用
寝
台
貸
与
費
助

成
事
業

介
護
予
防
用
寝
台
貸
与
費
助

成
事
業

11
高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業

10

寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

8

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙

お
む
つ
助
成
事
業

14
養
護
老
人
ホ
ー
ム
短
期
宿
泊

事
業

1213
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
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心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
社

会
の
一
員
と
し
て
社
会
活
動
に
参
加

し
、
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ

り
社
会
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
こ
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き

く
次
の
3
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者（
児
）の
居
宅
に

訪
問
し
て
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

な
ど
の
ほ
か
重
度
訪
問
介
護
、
行
動

援
護
、
短
期
入
所
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者
で
、
日
中
、
医

療
支
援
が
必
要
な
方
や
、
入
浴
な
ど

生
活
介
護
が
必
要
な
場
合
、
医
療
機

関
・
福
祉
施
設
等
で
過
ご
す
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
就
労
継
続
支
援
、
就

労
移
行
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　
一
般
の
在
宅
居
住
が
困
難
で
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
専
門
ス
タ
ッ
フ
等

の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
小
人
数
で

一
般
の
住
宅
等
で
生
活
す
る
、
社
会

的
介
護
の
形
態
）
で
の
生
活
が
必
要

な
方
や
、
施
設
等
に
入
所
し
生
活
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
人
の
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

※
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
そ
の
他
、
市
独
自
の
事
業
と
し
て
、

障
害
者
総
合
支
援
法
で
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
福
祉
上
や
む
を
え
な
い
事
情
に

よ
り
こ
の
事
業
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

②
障
害
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

・
児
童
発
達
支
援

・
医
療
型
児
童
発
達
支
援

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
保
育
所
等
訪
問
支
援

　在宅
の
障
が
い
児
の
状
況
に
応
じ
て

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
、
支
給
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
重
度
の
障
が
い
者
が
病
院
等
で
保
険

診
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
の
自
己

負
担
（
各
保
険
の
付
加
給
付
金
及
び
高

額
医
療
費
・
食
事
療
養
費
等
は
除
く
）

分
が
、
窓
口
無
料
に
よ
っ
て
助
成
さ
れ

る
事
業
で
す
。

※
県
外
受
診
や
針
灸
な
ど
、
一
部
医
療

は
償
還
払
い
（
一
度
支
払
っ
て
か
ら

領
収
書
を
持
参
し
福
祉
窓
口
で
申
請

す
る
）
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
11
月
診
療
分
か
ら
、
医
療

費
の
助
成
方
法
が
窓
口
無
料
方
式
か

ら
自
動
還
付
方
式
へ
変
更
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
県
内
の
医
療
機
関
受
診

時
に
窓
口
で
自
己
負
担
分
を
一
旦
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
3
カ
月

ほ
ど
で
受
給
者
の
指
定
口
座
に
自
己

負
担
分
が
自
動
的
に
振
り
込
ま
れ
る

も
の
で
す
。

④
自
立
支
援
医
療
制
度

▼
更
生
医
療

　18歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
が
、

現
在
あ
る
障
が
い
を
軽
減
（
ま
た
は

現
状
維
持
）
す
る
た
め
の
医
療
費
の

一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
育
成
医
療

　18歳
未
満
の
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
児
童
、
ま
た
は
治
療
を
行
わ
な
い

と
将
来
障
が
い
を
残
す
と
認
め
ら
れ

る
疾
患
の
あ
る
児
童
が
、
そ
の
疾
患

を
除
去
・
軽
減
す
る
た
め
の
医
療
費

の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
精
神
通
院
医
療

　
精
神
の
障
が
い
に
よ
り
、
通
院
に

よ
る
医
療
行
為
が
必
要
な
方
の
た
め

の
医
療
費
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

⑤
補
装
具
費
の
支
給
（
修
理
）

　
身
体
的
欠
損
や
機
能
障
が
い
を
補
う

た
め
の
補
装
具
購
入
（
修
理
）
費
が
助

成
さ
れ
る
事
業
で
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
の
給
付
が
優
先

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑥
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

　
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
や
要
介
護
高

齢
者
（
非
課
税
世
帯
で
、
介
護
慰
労
金

を
支
給
さ
れ
て
い
る
人
に
介
護
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
）
を
対
象
に
、
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
場
合
、
タ
ク
シ
ー
券
を
発

行
し
、
そ
の
料
金
の
一
部
が
助
成
さ
れ

る
事
業
で
す
。

　
重
度
心
身
障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー
券

と
、
単
独
事
業
と
な
る
笛
吹
市
社
会
参

加
タ
ク
シ
ー
券
の
2
種
の
タ
ク
シ
ー
券

（
そ
れ
ぞ
れ
を
ひ
と
月
あ
た
り
2
枚
ず

つ
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
は
、
長
距

離
の
乗
車
を
必
要
と
す
る
場
合
に
使
い

や
す
い
よ
う
に
、
一
回
の
乗
車
に
何
枚
で

も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
重
度
心
身
障
害
者（
児
）タ
ク

シ
ー
券
の
内
部
障
が
い
者
へ
の
交
付
及

び
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
は
、
市
が

独
自
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

⑦
介
助
用
自
動
車
購
入
助
成

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
が
い
が

あ
り
、
車
い
す
を
常
時
使
用
す
る
在
宅

の
重
度
身
体
障
が
い
者
を
介
助
す
る
た

め
の
リ
フ
ト
付
自
動
車
購
入
費
が
助
成

さ
れ
る
事
業
で
す
。

⑧
特
別
児
童
扶
養
手
当

　　20歳
未
満
の
在
宅
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）を
扶
養
し
て
い
る
人
に
対
す
る
手

当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑨
特
別
障
害
者
手
当
等

　　20歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障
が
い
が

あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
障
が
い
者
に
対
す
る
手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑩
障
害
児
福
祉
手
当

　20歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・

精
神
に
重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障

が
い
が
あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
障
が
い
児
に
対
す
る

手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
3
歳
未
満
の
場
合
は
支
給
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

⑪
地
域
生
活
支
援
事
業

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
地
域
で
生

活
し
て
い
く
た
め
の
支
援
を
行
う
も
の

で
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
や
地
域
活

動
を
支
援
し
て
い
く
事
業
で
す
。

⑫
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成

事
業

　18歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の

難
聴
児
に
対
し
、
健
全
な
発
達
を
支
援

す
る
た
め
補
聴
器
の
購
入
に
要
す
る
費

用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

⑬
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布

事
業

　　
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
又
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
等
で
災
害
時
要

援
護
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
方
に
、

か
か
り
つ
け
医
や
家
族
の
連
絡
先
等
の

情
報
を
記
入
し
た
シ
ー
ト
等
を
保
管
す

る
容
器
を
配
布
し
、
災
害
時
や
緊
急
時

の
迅
速
な
情
報
伝
達
を
支
援
し
ま
す
。

⑭
介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業

　
認
知
症
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
を
介

護
し
て
い
る
方
が
、
周
囲
か
ら
誤
解
や

偏
見
を
も
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

市
内
在
住
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
を

介
護
し
て
い
る
方
に
、
介
護
マ
ー
ク
（
首

か
ら
下
げ
る
も
の
）
を
配
布
し
ま
す
。

⑮
相
談
支
援
事
業

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
福
祉
に
関
す
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
障
が
い
の
あ

る
方
や
そ
の
ご
家
族
等
か
ら
の
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
等
を
行
う
ほ

か
、
権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
と
な
る

援
助
も
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
次
の
事
業
所
に
そ
の
業
務

を
委
託
し
て
い
ま
す
。

▼
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
え
ふ
き

　
石
和
町
石
部
4
4
8

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

▼
美
咲
園
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

　
八
代
町
北
2
3
6

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）1
8
5
0

▼
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
石
和
町
下
平
井
3
2
9

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
7
7

　
そ
の
他
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い

て
も
市
役
所
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て
の
相
談

▼
N
H
K
受
信
料
免
除
の
相
談

▼
自
動
車
燃
料
費
助
成
の
相
談

▼
そ
の
他
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

※
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
障
が

い
者
の
定
義
に
難
病
患
者
等
が
加
わ

り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
々
は
、

身
体
状
況
に
よ
り
、①
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
、⑤
補
装
具
費
の
支
給
、⑪
地

域
生
活
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課

　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
3

　
℻
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
6

障
害
福
祉
の
ご
案
内

〜
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
　安心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
〜
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▼
基
準
日

　平
成
26
年
1
月
1
日

▼
支
給
対
象
者

　平
成
26
年
度
分
市
民

税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

さ
れ
る
場
合
、
生
活
保
護
制
度
の
被

保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は

対
象
外
で
す
。

※
平
成
26
年
度
の
市
民
税
は
、
6
月
に

決
定
し
ま
す
。

▼
支
給
額 

○
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き

　1
万
円

○
支
給
対
象
者
の
中
で
次
に
該
当
す
る

方
は
、
5
0
0
0
円
を
加
算

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者
な
ど

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当

等
の
受
給
者
な
ど

▼
支
給
回
数

　1
回
限
り
と
す
る

▼
申
請
手
続

○
申
請
先
は
、
基
準
日
（
平
成
26
年
1

月
1
日
）
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ

れ
て
い
る
市
区
町
村
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
・
支
給
手
続
に
つ
い
て
は
、
現

在
準
備
中
で
す
。
詳
し
い
申
請
方
法

や
受
付
期
間
、
受
付
場
所
に
つ
い
て

は
広
報
6
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

○
申
請
書
の
配
布
な
ら
び

に
申
請
書
の
受
付
は
、

６
月
以
降
の
予
定
で

す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避

難
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

　配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
が
、
事
情
に
よ
り
、
基
準
日

（
平
成
26
年
1
月
1
日
）
時
点
で
住
民

票
を
移
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
今

実
際
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
申
し
出

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ
う

な
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
手
続
き
の
完
了
後
は
、
配
偶
者
等
か

ら
、
申
し
出
を
行
っ
た
方
の
臨
時
福

祉
給
付
金
の
代
理
申
請
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

○
住
民
登
録
を
行
っ
て
い
る
市
区
町
村

で
は
な
く
、
今
実
際
に
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
に
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
申
し
出
を
行
っ
た
際
に
、
既
に
配
偶

者
等
が
代
理
申
請
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
前
述
の
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続

は
、
申
し
出
と
は
別
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
業
務
室

　☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
8
6

▼
基
準
日

　平
成
26
年
1
月
1
日

▼
支
給
対
象
者

　基
準
日
に
お
い
て
次

の
条
件
を
満
た
す
方

○
平
成
26
年
1
月
分
児
童
手
当
の
受
給

者
※
平
成
26
年
1
月
1
日
に
児
童
が
生
ま

れ
た
方
で
あ
っ
て
、
当
該
児
童
に
か

か
る
同
年
2
月
分
の
児
童
手
当
受
給

者
と
な
る
方
を
含
む

○
平
成
25
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
な
い
方

▼
支
給
対
象
児
童

　基
準
日
に
お
い
て

次
の
条
件
を
満
た
す
方

○
支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
1
月
分
児

童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
る

児
童

※
平
成
26
年
1
月
1
日
に
生
ま
れ
た
児

童
で
同
年
2
月
分
の
児
童
手
当
の
支

給
と
な
る
方
を
含
む

○
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
で
は
な

い
方

○
生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ
る
被

保
護
者
等
で
は
な
い
方

▼
支
給
額

　対
象
児
童
1
人
に
つ
き
1

万
円

▼
支
給
回
数

　1
回
限
り
と
す
る

▼
注
意

○
平
成
26
年
1
月
1
日
の
住
民
登
録
地

に
て
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

平
成
26
年
1
月

分
の
児
童
手
当

を
笛
吹
市
以
外

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
方
は
平
成
26

年
1
月
1
日
の
住
民
登
録
地
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
で
笛
吹
市

か
ら
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
に
は
、
後
日
「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」
の
お
知
ら
せ
と
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

○
公
務
員
に
つ
い
て
は
所
属
庁
よ
り
申

請
書
が
配
付
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
期
間
外
の
申
請
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
後
日
お
送
り
す
る
お
知
ら
せ

を
必
ず
お
読
み
い
た
だ
き
、
申
請
期

間
等
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
重
複
し
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
に
該
当
す
る
方
は

別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

○
申
請
受
付
期
間
や
受
付
場
所
に
つ
い

て
は
、
広
報
6
月
号
に
掲
載
予
定
で

す
。

■
問
合
せ
先

　児
童
課

　
　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

軽
自
動
車
税
の
減
免
の
種
類

●
身
体
障
が
い
者
減
免

　身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
、
次
の
表
の
障
が
い
の
程

度
の
方
で
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
の
車

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
し
て

い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で

す
。（
18
歳
未
満
の
申
請
者
ま
た
は

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
手
帳
・
戦

傷
病
者
手
帳
所
有
者
は
、
例
外
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ

ク
シ
ー
券
な
ど
と
合
わ
せ
て
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

○
減
免
申
請
書
（
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
地
域
住
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳

○
印
鑑
（
認
印
可
）

○
運
転
免
許
証

○
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車
届

出
済
証

○
平
成
26
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

　
●
構
造
減
免

　軽
自
動
車
等
の
構
造
が
身
体
障
が
い

者
等
の
利
用
の
た
め
に
改
造
（
車
い
す

の
昇
降
装
置
・
固
定
装
置
・
浴
槽
装
置

等
の
特
別
仕
様
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
も

の
、
ま
た
は
一
般
の
軽
自
動
車
等
に
同

種
の
構
造
変
更
が
加
え
ら
れ
た
も
の
）

さ
れ
た
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方
。

※
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
た
「
車

体
の
形
状
」
欄
が
「
車
い
す
移
動
車
」、

「
身
体
障
害
者
輸
送
車
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
特
殊
用
途
自
動
車
（
8
ナ

ン
バ
ー
）
等

で
あ
る
こ
と
。

※
自
家
用
・
営

業
用
の
別
は

問
わ
な
い
。

▼
申
請
に
必
要

な
書
類

○
減
免
申
請
書

（
税
務
課
ま
た

は
各
支
所
地

域
住
民
課
窓

口
に
あ
り
ま

す
）

○
減
免
事
由
証

明
書
等

○
印
鑑
（
認
印

可
）

○
自
動
車
検
査

証
ま
た
は
軽

自
動
車
届
出

済
証

○
平
成
26
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

※
仕
様
書
や
写
真
等
で
車
両
の
構
造
が

確
認
で
き
る
も
の
を
添
付
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も

▼
受
付
期
間

　5
月
7
日（
水
）〜
26
日（
月
）

▼
受
付
場
所

　税
務
課
ま
た
は
各
支
所

■
問
合
せ
先

　税
務
課

　市
民
税
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　ま
た
は
各
支
所

【 減 免 に 該 当 す る 身 体 障 がい の 程 度 】
障 が い の 程 度

視覚障害（注１）
聴覚障害
平衡機能障害
音声機能障害（注２）
上肢不自由（注３）
下肢不自由（注４）
体幹不自由
心臓機能障害
腎臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこうまたは直腸の機能障害
小腸の機能障害
ヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能障害
肝臓機能障害

１級
○
　
　
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

２級
○
○
　
　
○
○
○
　
　
　
　
　
○
○

３級
○
○
○
◎
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○

４級
○
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　

５級
　
　
　
　
　
◎
◎
　
　
　
　
　
　

６級
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　

注１：視覚障害４級においては４級の１のみになります。
注２：喉頭摘出による音声機能障がいがある場合に限ります。
注３：両上肢に障がいがある場合に限ります。
注４：下肢不自由については、両下肢に障がいがある場合に限り、生計を一にする

方および単身で生活する障がい者を常時介護する方の運転が認められます。
◎印は、本人運転のみ該当します。
○印は、本人運転、または、生計を一にする者および単身で生活する障がい者を
常時介護する者の運転が認められます。

「臨時福祉給付金（簡素な給付措
置）」や「子育て世帯臨時特例給付
金」の“振り込め詐欺”や“個人情
報の詐取”にご注意ください
▶市町村や厚生労働省などがATMの操作をお
願いすることは、絶対にありません。 ATM
を自分で操作して、他人からお金を振り込
んでもらうことは絶対にできません。 
▶市町村や厚生労働省などが、「臨時福祉給
付金（簡素な給付措置）」や「子育て世帯
臨時特例給付金」を支給するために、手数
料などの振込を求めることは絶対にありま
せん。 
▶申請書の受付前に市町村や厚生労働省など
が住民の皆さんの世帯構成や銀行口座の番
号などの個人情報を照会することは、絶対
にありません。ご自宅や職場などに市町村
や厚生労働省の職員などをかたった電話が
かかってきたり、不審
な郵便物が届いたら、
迷わず、お住まいの市
町村や最寄りの警察署
（または警察相談専用
電話〔♯9110〕）に
連絡ください。

軽
自
動
車
税
の
減
免
の
種
類

く
だ
さ
い
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

▼
基
準
日

　平
成
2626
年
1
月
1
日

▼
支
給
対
象
者

　平
成
26
年
度
分
市
民

税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避

難
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
に
よ
り「
臨
時
福
祉
給

付
金（
簡
素
な
給
付
措
置
）」が
支
給
さ
れ
ま
す

　配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

▼
基
準
日

　平
成
26
年
1
月
1
日

▼
支
給
対
象
者

　基
準
日
に
お
い
て
次

に
て
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避

▼
基
準
日

「
臨
時
福
祉
給

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　
平
成
25
年
度
市
民
講
座
受
講
生
と
、

市
民
講
座
を
機
会
に
、
現
在
自
主
グ
ル

ー
プ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

学
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

学
び
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
作
品
展
示
）

▼
日
時

　
5
月
16
日（
金
）〜
18
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
18
日
は
、
午
後
1
時
ま
で

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
2
階

　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
ほ
か

　

▼
内
容

　
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
、
編
み
物
、

絵
画
、
D
I
Y
（
ラ
ッ
ク
）、
俳
句
、

短
歌

　
な
ど

　
※
入
場
無
料

学
び
ス
テ
ー
ジ
（
舞
台
発
表
）

▼
日
時

　
5
月
18
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
11
時

▼
場
所

　
石
和
図
書
館
2
階

　
視
聴
覚

ホ
ー
ル

▼
内
容

　
オ
カ
リ
ナ
、
二
胡
、ZU

M
BA

（
ズ
ン
バ
）、
古
典
文
学
の
音
読
な
ど

（
予
定
）

　
※
入
場
無
料

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

　
県
内
の
交

響
楽
団
や
吹

奏
楽
団
で
そ

れ
ぞ
れ
活
動

し
て
い
る
メ

ン
バ
ー
に
よ

る
金
管
五
重

奏
団
で
、「
金

川
の
森
」
を

練
習
の
本
拠

地
と
し
て
い

ま
す
。　

幅
広
い
世
代
に
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
音
色
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

小
中
学
校
で
の
音
楽
教
室
や
病
院
へ
の

訪
問
演
奏
、
県
や
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト

で
の
演
奏
の
ほ
か
、
2
0
0
7
年
に
は
、

徳
島
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

も
本
県
を
代
表
し
て
出
演
す
る
な
ど
、

幅
広
い
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
17
日（
土
）

　
開
場

　
午
後
2
時
30
分

　
開
演

　
午
後
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目

○
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
メ
ド
レ
ー

○
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を

○
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
休
日

　
ほ
か

▼
入
場
料

　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
片
手
に
、
案
内
者
の

説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
地
域
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

春
を
見
つ
け
よ
う 

懐
か
し
い
薫
り

の
す
る
里
山
フ
ッ
ト
パ
ス 

縁
側
お
茶
つ
き 

▼
日
時

　
5
月
25
日（
日
）

　
受
付

　
午
前
9
時
40
分
か
ら

　
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所  

黒
坂
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場 

（
境
川
町
大
黒
坂
1
0
7
0
）

▼
募
集
人
員

　

 

20
人

▼
参
加
費

　
8
0
0
円 

（
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
、
保
険
代
、
お
茶
代
） 

楢
山
節
考
の
舞
台
と
い
わ
れ
る
里
山

自
然
散
策
フ
ッ
ト
パ
ス 

農
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
縁
側
お
茶
つ
き 

▼
日
時

　
6
月
17
日（
火
）

　
受
付

　
午
前
9
時
40
分
か
ら

　
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午 

▼
集
合
場
所

　
黒
坂
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場 
（
境
川
町
大
黒
坂
1
0
7
0
）

▼
募
集
人
員

　

 

20
人

▼
参
加
費

　
8
0
0
円
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
、
保
険
代
、
お
茶
代
） 

▼
主
催　

フ
ッ
ト
パ
ス
の
楽
校
境
川 

角
田 

■
申
込
先

　
つ
な
ぐ
N
P
O
イ
ベ
ン
ト
係

　
☎
0
8
0
|
1
2
2
3
|
8
3
0
2

 

　
監
督 

荻
野
欣
士
郎
、
主
演 

金
子
昇

に
よ
る
、
長
崎
県
に
あ
る
九
州
最
後
の

炭
鉱
の
島 

池
島
を
舞
台
と
し
た
「
池
島

譚
歌
」
を
無
料
上
映
し
ま
す
。

　
友
情
と
愛
情
に
包
ま
れ
た
一
夏
の
大

冒
険
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
上
映
終
了
後
に
は
、
荻
野
欣
士
郎
監

督
の
講
演
会
も
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
10
日（
土
）

 

開
場

　
午
後
1
時

開
演

　
午
後
1
時
30
分
か
ら
（
上
映

時
間
1
1
7
分
）

▼
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

　
無
料

※
客
席
に
限
り
（
約
3
0
0
席
）
が
あ

り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ

れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）6
0
6
6

金管アンサンブルの音色をお楽しみください

た
ん
か

い
け
し
ま

災害復旧支援室を開設しました
　市では、平成26年2月14から15日の大雪により、損壊等の被害を受けた施設の災害ゴミ
の処理に関する相談と受付を行うための災害復旧支援室を開設しました。
▶受付日時：祝日を除く、月曜日から金曜日の午前8時30分から午後5時15分
▶受付場所：災害復旧支援室（市役所南館201会議室）

■問合せ先　055（225）6680（直通）    ※詳しい内容は、配布済のチラシをご覧ください。

　被災農業者向けの補助事業等を活用し、倒壊し
たハウスなどの撤去を行う際は、それぞれの農家
ごとに次のことがわかる資料を保存しておいてく
ださい。
▶写真（複数枚）
・施設の被害状況（全体がわかるもの、破損箇所
がわかるもの）
・樹体や農作物の被害の状況
▶書類
・破損した施設の規模（間口○○、奥行き○○、
○棟）
・撤去の作業を行った者、日付、費用の額がわか
る帳簿
・撤去作業を外注した場合の発注書、納品書、請
求書、領収書など
※農業共済へ加入している施設が被害を受けた場
合は、各農業共済に連絡をしてください。

　被災された農家の皆さんを支援するた
め、山梨県でも相談窓口を設置しています。

▶大雪による農業被害相談窓口・連絡先
○峡東農務事務所  農業農村支援課
☎0553（20）2830
甲州市塩山上塩後1239-1
東山梨合同庁舎3F
○畜産試験場  畜産普及課
　☎055（273）6441
中央市乙黒963-1

■問合せ先　農林振興課　農林経営担当
　☎055（262）4111

倒壊したハウスなどの
撤去を行う際について

大雪による農業被害
の相談窓口について

な
ら
や
ま
ぶ
し
こ
う

in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n

笛
吹
市
民
講
座
学
習
発
表
会

催

　
し

や
ま
な
し
フ
ッ
ト
パ
ス

「
池
島
譚
歌
」無
料
上
映
会

金
川
の
森
ブ
ラ
ス
ク
イ
ン

テ
ッ
ト
演
奏
会

倒壊したハウスなどの
撤去を行う際について

大雪による農業被害
の相談窓口について
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

「
自
然
体
験
ゲ
ー
ム
〜
森
で
あ
そ

ぼ
う
〜
」

　自
然
体
験
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
、
森
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
び
ま
し

ょ
う
。

▼
日
時

　5
月
3
日（
土
・
祝
）

　午
前
10
時
〜
正
午

　※
雨
天
中
止

▼
場
所

　さ
く
ら
の
森

▼
講
師

　野
澤
健
夫
氏
（
H
O
O
K
か

ん
き
ょ
う
「
協
育
」
事
務
所
）

▼
定
員

　20
人

　▼
参
加
費

　無
料

「
ク
レ
イ
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
」

　松
ぼ
っ
く
り
や
粘
土
を
使
っ
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時

　5
月
17
日（
土
）

　午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所

　金
川
の
森
管
理
事
務
所
内

▼
講
師

　吉
原
ゆ
か
り
氏
（
ク
レ
イ
ア

ー
ト
ス
タ
ジ
オ
キ
ャ
ラ
メ
ル
代
表
）

▼
定
員

　20
人

▼
参
加
費

　5
0
0
円

「
野
鳥
と
の
出
会
い
」

　朝
の
爽
や
か
な
日
差
し
の
中
で
森
を

歩
き
な
が
ら
、
野
鳥
観
察
を
し
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時

　5
月
24
日（
土
）

　午
前
8
時
〜
11
時

　

※
雨
天
中
止

▼
集
合

　金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師

　窪
田
茂
氏
（
山
梨
野
鳥
の
会
）

▼
定
員

　20
人

　▼
参
加
費

　無
料

▼
服
装
・
持
ち
物

　お
持
ち
の
方
は
双

眼
鏡

い
ず
れ
も

▼
申
込
方
法

　電
話
、
ま
た
は
F
A
X

に
て
受
付

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　

　☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

　℻
0
5
5
3（
3
9
）9
8
2
1

　飯
田
龍
太
先
生
が
N
H
K
学
園
俳
句

講
座
を
創
設
し
た
の
を
記
念
し
て
、
飯

田
龍
太
先
生
の
生
ま
れ
育
っ
た
市
で
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

○
短
歌

　9
月
2
日（
火
）

　午
後
1
時
〜
4
時

　

○
俳
句

　9
月
3
日（
水
）

　午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
短
歌

　対
談

　大
下
一
真
・
篠
弘

　

「
生
誕
1
0
0
年
放
浪
の
歌
人
、
山

崎
方
代
の
う
た
」

○
俳
句

　対
談

　深
見
け
ん
二
、
井
上

康
明

　「
俳
句
と
風
土
〜
甲
州
と
武

蔵
野
〜
」

▼
選
者

○
短
歌

　大
下
一
真
・
篠
弘
・
三
枝
浩

樹
・
佐
伯
裕
子

○
俳
句

　井上
康
明
・
大
木
あ
ま
り
・

佐
藤
博
美
・
鈴

木
し
げ
を
・
深

見
け
ん
二

▼
投
稿
要
領

○
自
由
題
ま
た
は

自
由
題
と
題
詠

○
題
詠
は
「
実
」

○
題
詠
は
「
実
」

の
文
字
を
必
ず

入
れ
て
く
だ
さ

い
。
題
詠
の
み

の
投
句
は
で
き

ま
せ
ん
。

○
自
由
題
の
み
の

場
合
２
０
０
０

円
（
題
詠
参
加

の
場
合
は
２
８

０
０
円
）、1
冊

の
入
選
作
品
集

代
を
含
み
ま
す
。

○
応
募
締
切

　7
月
1
日（
火
）

消
印
有
効

■
宛
先
・
問
合
せ
先

〒
1
8
6
|
8
0
0
1

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2
|
36

　

N
H
K
学
園
内
「
笛
吹
市
俳
句
大
会
」

事
務
局

☎
0
4
2
|
5
7
2
|
3
1
5
1

（
代
表
）

※
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
（
南
館

3
階
）
に
投
稿
に
関
す
る
資
料
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　介
護
保
険
の
負
担
限
度
額
認
定
証
を

受
け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
…

　介
護
保
険
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
し
た
と
き
の
食
費
と
居
住
費
は

原
則
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
や
生
活
保

護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
自
己
負
担

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
負
担
限
度
額
認

定
証
と
は
、
こ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

※
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）
の
食
費
は
対
象
外
で
す
。

▼
対
象

　利
用
者
負
担
段
階
が
、
第
1
段

階
〜
第
3
段
階
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
第
1
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

○
第
2
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
合
計
所

得
金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の
合
計

が
年
間
80
万
円
以
下
の
方

○
第
3
段
階

・
住
民
税
が
世
帯
非
課
税
で
、
利
用
者

負
担
第
2
段
階
に
該
当
し
な
い
方

▼
負
担
限
度
額

　居
住
費
と
食
費
に
は
、

利
用
者
負
担
段
階
に
応
じ
た
負
担
限

度
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
次
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

　印
鑑
を
持
参
の
上
、
介

護
保
険
課
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
ま
た
は
各
支
所
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
認
定
証
の
有
効
期
限

　毎
年
7
月
1
日
が
認
定
証
の
年
度

更
新
日
で
す
。
す
で
に
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
へ
の
更
新
の
お
知
ら
せ

は
、
5
月
下
旬
以
降
に
通
知
す
る
予

定
で
す
。
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、

申
請
月
の
初
日
か
ら
次
の
6
月
30
日

ま
で
で
す
。

▼
電
子
申
請
も
で
き
ま
す

　負
担
限
度
額
認
定
申
請
は
、「
や

ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」（
や
ま
な

し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
電
子
申
請
も
可
能
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　介
護
保
険
課

　介
護
総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

　　平
成
26
年
度
の
国
保
人
間
ド
ッ
ク
が

4
月
1
日
か
ら
、
始
ま
り
ま
し
た
。
各

種
検
診
希
望
調
査
等
で
申
し
込
み
が
あ

っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
3
月
下
旬
に
受

診
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。
受
診
券
と
関

係
書
類
を
よ
く
ご
覧
に
な
っ
て
、
5
月

31
日
ま
で
に
委
託
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
予
約
は
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

　国
保
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
さ
れ
る
方

で
、
ま
だ
市
に
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
方
は
、
今
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
、
40
歳
〜
74
歳
（
昭
和
15
年

4
月
1
日
〜
昭
和
50
年
3
月
31
日
生
）

※
市
の
集
団
健
診
や
個
別
医
療
機
関
検

診
と
重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
有
効
期
間

　平
成
26
年
4
月
1
日
〜

平
成
27
年
3
月
31
日（
医
療
機
関
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

▼
自
己
負
担
金
額

　男
性
…
1
万
１
９
６
８
円
〜
1
万
９

８
０
０
円

　女
性
…
1
万
9
0
4
0
円
〜
2
万
４

１
５
７
円

▼
委
託
医
療
機
関

　ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

・
石
和
共
立
病
院
（
男
性
の
み
）・
一

宮
温
泉
病
院
・
笛
吹
中
央
病
院
・
加

納
岩
総
合
病
院
・
山
梨
厚
生
病
院
・

甲
府
共
立
病
院
・
甲
府
市
医
師
会
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
・
甲
府
城
南
病
院

（
男
性
の
み
）・
山
梨
病
院
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ａ
山
梨
厚
生
連
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　国
保
保
健
指
導
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

平
成
26
年
N
H
K
学
園
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

笛
吹
市
短
歌
・
俳
句
大
会
の

作
品
を
募
集
し
ま
す

森
林
公
園
金
川
の
森

5
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

国
保
人
間
ド
ッ
ク
が

始
ま
り
ま
し
た

負
担
限
度
額
認
定
証
交
付

に
は
申
請
を

募

　
集

冊

の
入
選
作
品
集

場
合
２
０
０
０冊冊

場
合
２
０
０
０

（
題
詠
参
加

の
場
合
は
２
８冊

（
題
詠
参
加冊

講座・教室

健
康
・
福
祉

能力開発セミナー
▶はじめての中国語〔受付5月7日（水）～6
月30日（月）〕 ▶パワーポイント基礎〔受付
5月8日（木）～7月1日（火）〕 ▶ISO9000シ
リーズ内部監査員養成コース（第1回）〔受
付5月16日（金）～7月9日（水）〕 ▶アクセ
ス基礎〔受付5月22日（木）～7月15日
（火）〕 ▶3次元CADによる機械設計の基礎
〔受付5月26日（月）～7月17日（木）〕
▶国内旅行業務取扱管理者試験講座 総合
演習〔受付5月26日（月）～7月17日（木）〕
▶マシニングセンタ加工技術〔受付5月29
日（木）～7月22日（火）〕（全て７月開講）
※講座内容、日程等は都合により変更・
中止になる場合があります。
▶ファイナンシャル・プランニング入門
講座（6月開講）
▶宅地建物取引主任者試験対策講座Ⅰ・Ⅱ
  （7月開講）

県立産業技術短期大学校
塩山キャンパス（甲州市
塩山上於曽1308）
☎0553（32）5202

山梨県立就業支援センタ
ー（甲府市塩部4-5-28）
☎055（251）3210
http://www.pref.yamanashi.jp/s
hugyo/

内容・備考

※詳しくは、お問い合わせください。

問合せ先

490円
490円
1,310円

　0円
320円
320円

第1段階
第2段階
第3段階

第1段階
第2段階
第3段階

820円
820円
1,310円

490円
490円
1,310円

320円
420円
820円

300円
390円
650円

負担限度額
１日当たりの居住費

ユニット型
準個室

従来型個室
（特養）

ユニット型
個室

利用者
負担段階

利用者
負担段階 従来型個室

(老健・療養)
多床室
(相部屋)

１日当たりの居住費
１日当たり
の食費

※第6期の口座引き落しは12月25日です。 ※特別徴収（年金天引
き）対象者は、納期に関係なく年金支給からの天引きとなります。

■問合せ先   国民健康保険課　高齢者医療・
　　　　　   年金担当　☎055（262）4111

納期は次のとおりです。

平成26年度の後期高齢者医
療保険料決定通知書は7月中
旬に送付します

第1期 第2期 第3期 第4期
H26.7.31 H26.9.1 H26.9.30 H26.10.31
第5期 第6期 第7期 第8期
H26.12.1 H27.1.5 H27.2.2 H27.3.2
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
や

脱
退
手
続
き
、
変
更
等
の
手
続
き
は
、

本
人
か
ら
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
届
け
出
は
、
14
日
以
内
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
国
保
に
加
入
す
る
と
き

○
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

　（
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
）

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
と

き
（
退
職
日
の
翌
日
以
降
）

※
職
場
で
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
ご
自
身
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

・
国
保
税
は
、
届
け
出
を
し
た
日
か
ら
で

は
な
く
、
資
格
を
得
た
月
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
保
険
証
が
な
い
期
間
の
医
療
費
の
支

払
い
が
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
国
保
を
や
め
る
と
き

○
ほ
か
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し
た

と
き

※
職
場
で
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
ご
自
身
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
死
亡
し
た
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

っ
た
と
き
（
75
歳
に
な
っ
て
対
象
と

な
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
は
不
要
で

す
）

・
ほ
か
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
す
る

と
、
保
険
税
（
料
）
が
二
重
に
請
求

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
資
格
の
な
い
保
険
証
で
診
療
を
受
け

る
と
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
市
内
で
引
越
し
を
し
た
と
き
な
ど

　転
居
し
た
り
、
世
帯
に
変
更
が
あ

っ
た
り
し
た
と
き
も
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　平
成
26
年
度
国
保
税
の
普
通
徴
収
納

税
通
知
書
は
、
7
月
中
旬
の
発
送
予
定

で
す
。

　納
期
は
、
7
月
末
か
ら
翌
年
2
月
末

ま
で
の
毎
月
納
付
で
す
。
1
年
分
の
国

保
税
を
8
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

　納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
日
時
・
場
所

　

○
5
月
9
日（
金
）

・
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

○
八
代
支
所
駐
車
場

▼
問
診
の
判
断
基
準

　降
圧
剤
を
2
種

類
以
上
服
用
し
て
い
て
も
、
血
圧
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
好
で
合
併
症
が

な
い
方
は
献
血
が
可
能
で
す
。

　
　ま
た
、
高
脂
血
症
治
療
薬
を
毎
日

服
用
し
て
い
る
方
も
献
血
が
可
能
で

す
。
該
当
の
方
は
、
薬
を
も
ら
う
時

に
渡
さ
れ
る
「
薬
の
名
前
」「
薬
の

写
真
」「
効
能
」
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
「
薬
剤
情
報
提
供
書
」
の
持

参
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
献
血

は
国
が
定
め
た
基
準
等
に
よ
り
、
医

師
が
総
合
的
に
判
断
し
て
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

▼
持
ち
物

　献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
各
種
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　健
康
企
画
担
当

　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　現
代
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ
あ
う
機

会
が
ほ
ぼ
な
い
ま
ま
親
に
な
る
人
が
、

6
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

育
児
に
役
立
つ
お
話
と
一
番
心
強
い
マ

マ
友
を
妊
娠
中
か
ら
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　第
1
子
を
妊
娠
中
の
マ
マ

▼
最
少
遂
行
人
数

　３
人

▼
日
時

　5
月
10
日（
土
）・
17
日（
土
）

・
24
日（
土
）午
前
10
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所

　つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
参
加
費

　5
0
0
円
／
月
（
初
回
に

徴
収
し
ま
す
）

▼
活
動
内
容

○
第
1
回

　マ
マ
体
験
と
お
し
ゃ
べ
り

タ
イ
ム
（
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
体
験
）

○
第
2
回

　「
パ
パ
の
気
持
ち 

マ
マ
の

気
持
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
（
イ
ク
メ
ン
を
育
て
る
コ

ツ
と
は
？
）

○
第
3
回

　子
育
て

支
援
情
報
と
お
し

ゃ
べ
り
タ
イ
ム

（
子
育
て
ラ
イ
フ

を
楽
し
む
た
め
に

役
立
つ
情
報
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　N
P
O
法
人

　

H
appy

　

Space 

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　☎
0
5
5（
2
6
1
）0
2
1
8

　赤
ち
ゃ
ん
と
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
覚

え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　5
月
22
日（
木
）
　

○
対
象

　0歳
〜
1
歳
児

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
10
分

○
対
象

　1歳
〜
2
歳
児

　午
前
11
時
15
分
〜
11
時
55
分

▼
場
所

　八
代
総
合
会
館
内

　集
団
指
導
室

▼
講
師

　三
枝
朱
乃
氏

▼
定
員

　各
10
組

▼
参
加
費

　無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

　き
っ
ず
や
つ
し
ろ

　☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2

　新
聞
紙
を
丸
め
た
り
、
破
い
た
り
し

て
親
子
で
遊
び
ま
す
。
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　未
就
園
児
親
子

 

▼
日
時

　5
月
20
日（
火
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。

　
 

■
問
合
せ
先

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　き
っ
ず
み
さ
か

 

　☎
0
5
5（
2
6
1
）8
6
8
8

 

　お
子
さ
ん
の
食
事
で
悩
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
栄
養
士
に
よ

る
幼
児
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　参
加
者
か
ら
は
、「
食
べ
に
く
い
食

材
を
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
た
ら
よ
い

か
分
か
り
ま
し
た
」「
味
付
け
が
濃
か

っ
た
の
で
気
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま

す
」
な
ど
と
、
家
庭
の
食
事
を
振
り
返

る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
1
歳
6
カ
月
〜

2
歳
児
の
保
護
者

▼
日
程

　6
月
12
日（
木
）

受
付

　午
前
9
時
30
分
〜
9
時
40
分

終
了

　午
前
11
時
30
分

▼
場
所

　石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

　簡
単
調
理
・
試
食
（
保
護
者

の
み
）

▼
定
員

　20
組

　▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　保
護
者
用
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

※
お
子
さ
ん
の
持
ち
物
に
は
、
名
前
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
託
児
希
望
の
方

は
申
し
込
み
時

に
、
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　母
子
保
健
担
当

　

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

平
成
26
年
度
の
国
保
納
税
通

知
書
は
7
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す

※第6期の口座引き落しは12月25日です。
※特別徴収（年金天引き）対象者は、納期に関係
なく年金支給からの天引きとなります。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

■問合せ先
　国民健康保険課　国保総務担当
　☎055（262）4111

　「夜 眠 れ な い」
「（心配なことがあ
って）食欲がない」
「最近、何をする
のもおっくうに感
じる」「イライラ
することが多い」
などの不調を感じ
ていませんか。こころの病気は誰にでも
起こりうる病気です。
　専門の医療機関になかなか足を運べず、
1人で悩んでいる、ご家族で心配をして
いるなど、この機会に専門医に相談をし
てみませんか。心療内科医、精神保健相
談員、保健師が相談を担当します。秘密
は守られます。

▶日時　6月9日（月） 午後1時30分～ 4時
▶場所　石和保健福祉センター
▶担当医　根本直幸先生（あおぞら心療
内科クリニック院長）

▶申込期限　6月6日（金）

■申込・問合せ先
　健康づくり課  健康企画担当
　☎055（261）1901

〜
献
血
に
ご
協
力
を
〜

気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

新
ス
タ
ー
ト

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン
教
室

新
聞
び
り
び
り
あ
そ
び

子 

育 

て

第1期 第2期 第3期 第4期
H26.7.31 H26.9.1 H26.9.30 H26.10.31

第5期 第6期 第7期 第8期
H26.12.1 H26.12.26 H27.2.2 H27.3.2

全血献血

年　齢

体　重

最高血圧

年間献血回数

年間総献血量

男性・女性とも
16歳～69歳 ※

90mmHg以上

17歳(女性18歳)～69歳 ※

男性６回以内
女性４回以内

男性３回以内
女性２回以内

※65歳以上の方の献血については、60歳～ 64歳の間に献血経験のある方に限ります。
献血は、国が定めた基準などにより、医師が総合的に判断してお願いしています。

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

▼献血の採血基準
200ml 献血 400ml 献血

男性45kg以上
女性40kg以上 男性・女性とも50kg以上

200ml と 400ml 献血を合わせて
男性1,200ml 以内・女性800ml 以内

こころの健康相談

パ
ク
パ
ク
教
室

（
幼
児
食
教
室
）

託児付
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　対象
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
平

成
26
年
度
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
」
が
6
月
に
賦
課
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
支
払
い
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

次
の
書
類
を
6
月
2
日（
月
）ま
で

に
送
付
し
ま
す

▼
受
益
者
負
担
金
決
定
通
知
書
（
本
年

度
よ
り
新
た
に
受
益
者
負
担
金
を
お

支
払
い
し
て
い
た
だ
く
世
帯
の
み
）

▼
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
納
入
通

知
書
（
す
べ
て
の
対
象
者
）

○
納
付
書
（
納
付
書
で
の
お
支
払
い
を

希
望
さ
れ
た
方
、
お
よ
び
金
融
機
関

の
窓
口
に
て
口
座
振
替
の
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
）

○
口
座
振
替
納
入
通
知
書
（
金
融
機
関

に
て
口
座
振
替
の
承
認
が
さ
れ
、
か

つ
市
で
確
認
が
取
れ
た
方
）

一
括
納
付
で
報
奨
金
が
付
き
ま
す

▼
一
括
納
付
の
期
間
（
報
奨
金
付
き
）

○
6
月
2
日（
月
）〜
13
日（
金
）

※
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、
6

月
13
日（
金
）に
指
定
口
座
よ
り
引
落

し
（
振
替
）
と
な
り
ま
す
。

※
1
日
で
も
納
付
が
遅
れ
ま
す
と
報
奨

金
は
付
き
ま
せ
ん
。

※
納
付
期
間
内
に
お
支
払
い
を
さ
れ
な

か
っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ

た
）
方
は
、
自
動
的
に
報
奨
金
な
し

の
分
割
納
付
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　下水
道
課

　総務
担
当

　☎0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

　平成
26
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
対
象
者
宛
に
『
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
受
益
地
申
告
書
』
を
3
月

下
旬
に
送
付
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

ご
返
送
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
が
い
ま

す
。
こ
の
申
告
書
は
、
受
益
者
負
担
金

を
お
支
払
い
い
た
だ
く
た
め
の
重
要
な

資
料
で
す
。

　なお
、
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場

合
は
、
条
例
施
行
規
則
等
に
よ
り
認
定

さ
れ
賦
課
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
支
払

い
方
法
が
分
割
納
付
と
な
り
、
報
奨
金

が
付
か
な
く
な
り
ま
す
。

注
意
点

　申告
書
は
そ
の
土
地
の
所
有
者
の
方

に
送
付
し
ま
し
た
。
所
有
し
て
い
る
土

地
に
つ
い
て
権
利
関
係
等
が
あ
る
場
合

は
、
申
告
書
に
よ
っ
て
受
益
者
を
決
定

し
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　口座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

金
融
機
関
に
て
、
同
封
の
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
道
料
金
や
市
税
を
口
座
振
替
し
て

い
る
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
過
去
に
、
今
回
の
申
告
と
は
別
の
土

地
に
つ
い
て
受
益
者
負
担
金
の
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
た
こ
と
が
あ
る

方
も
、
改
め
て
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
取
扱
金
融
機
関

　次の
本
店
お
よ
び
各
支
店
で
す
。

○
山
梨
中
央
銀
行

○
笛
吹
農
業
協
同
組
合

○
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
（
本

所
・
金
融
取
扱
支
所
）

○
甲
府
信
用
金
庫

○
山
梨
信
用
金
庫

○
山
梨
県
民
信
用
組
合

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　下水
道
課

　総務
担
当

　☎0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

▼
日
時

　5月
21
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

相
談
時
間

　1人

　30分
以
内

▼
場
所

　スコ
レ
ー
パ
リ
オ

　

▼
相
談
員

　網倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物

　借入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で

す
。

■
問
合
せ
先

　市民
活
動
支
援
課

　市民
生
活
担
当

　☎0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　TA
（
交
流
分
析
と
も
い
わ
れ
る
心

理
療
法
の
一
つ
）
を
ベ
ー
ス
に
し
た
親

子
・
夫
婦
関
係
に
役
立
つ
5
回
連
続
講

座
で
す
。

▼
対
象

　子育
て
中
の
保
護
者

　
　
　

▼
場
所

　スコ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
2
階

　

資
料
展
示
室
（
6
月
12
日
の
み
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

▼
定
員

　30人
（
先
着
順
）

※
先
着
15
人
ま
で
託
児
可
（
1
人
1
回

5
0
0
円
、
申
し
込
み
時
に
要
予
約
）

▼
参
加
費

　無料

　
（
テ
キ
ス
ト
代

　10
0
0
円
）

▼
持
ち
物

　筆記
用
具

■
申
込
・
問
合
せ
先

　NP
O
法
人

H
appy Space 

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　

☎
0
5
5（
2
6
1
）0
2
1
8

　税は
ま
ち
づ

く
り
を
支
え
る

大
切
な
財
源
で

す
。
市
で
は
市

税
を
納
付
し
た

皆
さ
ん
と
の
公

平
性
を
保
ち
、

滞
納
の
解
消
を

図
る
た
め
、
滞

納
整
理
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　税金
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ
ず
滞

納
す
る
と
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の

他
に
延
滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
滞
納
者
が
税
金
を
滞
納

し
た
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
法
律
に

基
づ
き
、
強
制
的
に
財
産
の
差
し
押
さ

え
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
金
は
納
期
内
に

納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　収税
課

　☎0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

【1回目】自己紹介・おしゃべり
タイム

【2回目】誕生日カード作り
【3回目】スタンプで手型・足型
【4回目】お誕生日会

自
動
車
差
し
押
さ
え
に
係
る
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

▶時間　いずれも午前10時～正午（受付　午前9時45分から）

もうすぐ１才

もうすぐ２才

もうすぐ３才

10組

10組

10組

平成25年6月生まれ

平成24年6月生まれ

平成23年6月生まれ

6 月
6日（金）
13日（金）
20日（金）
27日（金）

午前10時～10時30分

午前10時40分～11時10分

午前11時20分～11時50分

サークル名 定員 対象年齢 活動日 時　間 活動内容

■問合せ先　子育て支援センター　きっずみさか　☎055（261）8688

5
月
は
滞
納
整
理
強
化
月

間
で
す

申
告
書
の
返
送
は
お
済
み

で
す
か
?

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無

料
相
談
会

生
活
・
環
境

相

　
談

「
幸
せ
心
理
学
」連
続
講
座

お
支
払
い
の
準
備
を
！

　

〜
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
〜

誕生日サークル参加者募集
　同じ誕生月の友達と一緒に遊んだり、バースデーカード作りをして楽しみましょう。
▶対象　表に該当のある市内在住の親子　▶場所　子育て支援センター きっずみさか
▶参加費　無料　▶申込期限　1回目の活動日前日

自己紹介・おしゃべり

Happy
Birthday!

第1回  5月15日（木）

第2回  5月22日（木）

第3回  5月29日（木）

第4回  6月 5日（木）

第5回  6月12日（木）

自分発見 ～もっと自分を知ってみよう～
講師　穴山博美 先生

ふれ愛・みとめ愛・かかわり愛 ～こころの栄養ストローク～
講師　芹沢由紀子 先生

あなたもゲームの達人?! ～こころのゲームってなぁに？～
講師　野上　宏 先生

あなたの人生のシナリオはなぁに？ ～なりたい自分になろう～
講師　相吉千里 先生

ありのままでいいんだよ
講師　苅谷敬士 先生

6月25日(水)
8月25日(月)
10月27日(月)
12月25日(木)

分割納付を希望された方の納付期限日

窓口納付
期限日

第1期
第2期
第3期
第4期

6月30日(月)
9月 1日(月)
10月31日(金)
12月26日(金)

口座振替日

第1期
第2期
第3期
第4期

2014.05 No.116  1617  FUEFUKI CITY



催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

で
さ
ー

そ
う
な
ん
だ
ー

平
川
徳
治 

様

（
神
奈
川
県
横
浜
市
泉
区
）【雪

害
寄
附
】

鬼
越
仮
設
住
宅
自
治
会
・
区
長 

様

（
福
島
県
い
わ
き
市
四
倉
町
）

【
雪
害
寄
附
】

㈱
佐
野
緑
化
土
木 

様

（
一
宮
町
中
尾
）

【
記
念
碑
1
基
、
花
（
パ
ン
ジ
ー
）

1
0
0
0
鉢
】

山
梨
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　上
田
聰
彦 

様

（
甲
府
市
下
飯
田
）

【
車
い
す
】

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た

　計
量
法
の
規
程
に
よ
り
『
は
か
り
』

の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
は
か

り
は
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

定
期
検
査
は
2
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、

検
査
を
受
け
て
い
な
い
『
は
か
り
』
を

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
と
、
50
万
円

以
下
の
罰
金
に
科

せ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

○
5
月
2
日（
金
）
　午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分

　（
受
付

　午
後
4
時
ま

で
）
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー

○
5
月
18
日（
日
）
　午
前
9
時
〜
正
午

（
受
付

　午
前
11
時
30
分
ま
で
）

　春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L

版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分

証
明
書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

■
問
合
せ
先

　市
民
活
動
支
援
課

　

　市
民
活
動
支
援
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　笛
吹
市
管
内
に
お
い
て
、
自
転
車
が

関
係
す
る
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
自
転
車

安
全
利
用
五
則
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は

例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先

で
車
道
よ
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用                    

　自
転
車
の
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
自
転

車
が
関
係
す
る
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

 

■
問
合
せ
先

　笛
吹
警
察
署

　交
通
課

　☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

　甲
府
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
管
理

す
る
富
士
川
（
釜
無
川
）
お
よ
び
笛
吹

川
等
に
お
い
て
河
川
を
優
し
く
見
守
っ

て
い
た
だ
け
る
平
成
26
・
27
年
度
河
川

愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　山
梨
県
も
し
く
は
静
岡

県
に
在
住
（
河
川
か
ら
概
ね
5
㎞
以

内
）
し
、
20
歳
以
上
の
方

▼
応
募
期
間

　5
月
16
日（
金
）ま
で

▼
募
集
人
員

　管
理
区
間
内
で
7
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
そ
の
他

　月
1
回
の
活
動
報
告
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

　河
川
管
理
課

　河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

担
当

　☎
0
5
5（
2
5
2
）8
8
8
8

【
並
進
禁
止
!!
】

　県では、国道137号新御坂トンネルの天井板を全面通行止めにて撤去します。
▶日時　5月26日（月）午前0時～ 6月30日（月）深夜24時までの36日間
▶規制場所　富士河口湖町河口（旧道〔県道708号〕分岐）～笛吹市御坂町藤野木（旧道〔県道
708号〕分岐）

▶注意事項　規制区間外については、通常どおり通行が可能です。
※旧道（県道708号）については、幅員が狭く、トンネルの高さ制限のため大型車の通行ができ
ません。沿線の観光施設等については、通常どおり営業予定です。
■問合せ先　○全面通行止め期間中  専用ダイヤル　☎055（261）1523
○その他の期間　道路管理課　☎055（223）1698
・峡東建設事務所　☎0553（20）2714　・富士・東部建設事務所吉田支所　☎0555（24）9087

■問合せ先　山梨県計量検定所　　　　　☎055（261）9130
　　　　　　観光商工課　商工労働担当　☎055（262）4111

結
婚
相
談
所

川
を
き
れ
い
に

特
定
計
量
器
『
は
か
り
』
定
期
検
査

お知らせ

守
る
ぞ
！

自
転
車
安
全
利
用
五
則

〜
笛
吹
警
察
署
か
ら
お
知
ら
せ
〜

　市教育委員会は、新しい学校
教育の指針となる『笛吹市学校
教育ビジョン』をこのたび改訂
いたしました。策定後5年が経
過する中で、教育の不易の部分
（理念）は変わらないものの、
子どもたちをとりまく社会情勢
や教育環境はめまぐるしく変化
してきていることを受け、改訂
を行いました。
　本改訂では、学校教育をとり
まく現状をもう一度分析するこ
とからはじめ、具体的施策を見
直しました。東日本大震災以降
必要性が叫ばれている防災教育
の推進、いじめ問題や食物アレルギーへの対応など、学校教
育における今日的課題への配慮を行いました。
　また、より良い人間関係を育むための「あいさつ・聞き方
・言葉遣い」への取り組みも、引き続き進めてまいります。
　各御家庭には、本ビジョンの概要版をこの4月に配布しまし
たが、笛吹市独自の学校教育を展開していくために、市民の
皆さんにも絶大なるご協力をお願いいたします。

笛吹市の教育の新たな指針として
－学校教育ビジョンが改訂されました－

■問合せ先　学校教育課　学務担当　☎055（261）3337

国道137号新御坂トンネルの天井板撤去に伴う
全面通行止めについて

▶検査日程
　住所に関係なく、どの会場でも検査を受けられます。
※検査時間は正午から午後１時を除く。

笛吹市役所春日居支所
笛吹市役所南館
笛吹市役所八代支所
笛吹市役所境川支所

笛吹市役所御坂支所

笛吹市役所一宮支所

5月12日（月）
5月13日（火）
5月15日（木）
5月16日（金）
5月19日（月）
5月20日（火）
5月22日（木）
5月23日（金）
5月27日（火）
5月29日（木）
5月30日（金）

6月 2日（月）

午前10時
　～午後3時

午前10時30分
　　～午後2時

会　　　場 検査時間

笛吹市芦川ふるさと総合
センター

検査日

▶手数料　検査には手数料がかかりますので、検査当日に現金でお支
払ください。
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　飼い
犬
や
猫
が
迷
子

に
な
っ
た
ら
、
次
の
場

所
で
保
護
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
役
所
等
で

犬
を
保
護
し
た
場
合
は
、
公
示
（
犬

保
護
の
お
知
ら
せ
）
し
て
か
ら
3

日
間
は
保
護
し
ま
す
。

■
連
絡
先

　・
市
環
境
推
進
課

　

　☎0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　また
は
各
支
所

・
県
峡
東
保
健
所

　☎0
5
5
3（
2
0
）2
7
5
1

・
笛
吹
警
察
署

　☎0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

　市役
所
や
保
健
所
で
保
護
し
て

い
る
、
ま
た
は
迷
子
の
犬
・
猫
の

情
報
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

（
笛
吹
市
Ｈ
Ｐ
）
ト
ッ
プ

　↓

　暮

ら
し

　↓

　手続
き
一
覧

　↓

　

生
活
と
環
境

　↓

　犬・
猫

　↓

犬
・
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
ら

（
県
峡
東
保
健
所
Ｈ
Ｐ
）
ト
ッ
プ

　

↓

　くら
し
・
防
災

　↓

　生活
・

食
の
安
全
・
動
物
愛
護

　↓

　ペ

ッ
ト
・
動
物
愛
護

　↓

　ペッ
ト

の
情
報

　↓

　迷子
の
犬
・
猫
情

報

　↓

　峡東
保
健
所

※
迷
子
に
な
っ
て
も
身
元
が
分
か

る
よ
う
に
、
犬
に
は
鑑
札
・
注
射

済
票
、
猫
に
は
迷
子
札
、
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
等
を
着
け
ま
し
ょ
う
。

　市で
は
、
可

燃
ご
み
減
量
の

一
環
と
し
て
、

可
燃
ご
み
重
量

の
大
部
分
を
占

め
る
生
ご
み
に

焦
点
を
当
て
て

取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
を
家
庭
で

堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、
可
燃
ご
み

の
減
量
と
資
源
の
循
環
利
用
を
推

進
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
を
手
軽
に
段
ボ
ー
ル

箱
で
堆
肥
化
す
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
に
は
、
生
ご
み

を
堆
肥
化
す
る
導
入
セ
ッ
ト
（
段

ボ
ー
ル
箱
、
土
壌
改
良
材
な
ど
）

を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　5
月
1
日（
木
）〜

10
月
31
日（
金
）

▼
募
集
世
帯

　50
世
帯

■
連
絡
先

　環
境
推
進
課

　

　☎0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　また
は
各
支
所

飼
い
犬
や
猫
が
迷
子

犬
・
猫
が
迷
子
に

な
っ
た
ら

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
生

ご
み
の
た
い
肥
化
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

・
い
つ
節
電
？

　
今
で
し
ょ
う

　
や
り
ま
し
ょ
う

・
美
し
い

　
街
な
み
環
境

　
未
来
へ
残
そ
う

（
雨
宮  

正
仁
さ
ん
の
作
品
）

今
月
の

環
境
標
語

入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

芦川小学校屋内運動場建設工事(建築主体)(債務）

石和中学校学校用備品購入

石和中学校給食棟用備品購入

農道3356・3359号線測量設計調査業務委託(明許)

笛吹市役所本庁舎LAN及び電源工事（明許）

御坂浄水場関連送・配水管布設工事（７工区）

石和中学校給食棟他外構工事(継続)

市道２２４３号線側溝工事（明許）

駅前水路改修工事(明許)

大坪浸水対策Ⅱ期工事(明許)

芦川小学校屋内運動場建設電気設備工事(債務)

舗装本復旧工事第６工区（御坂）(明許）

緊急維持修繕業務委託７（明許）

下野原配水場外構工事

油川川改修工事２工区(明許)

石和中学校仮設校舎賃貸借(債務)

林道鶯宿中芦川線開設工事（明許）

御坂浄水場外構工事

石和町下平井

芦川町中芦川

石和町小石和

石和町小石和

一宮町石

石和町市部

御坂町下野原

石和町小石和

御坂町栗合

石和町松本

境川町大坪

芦川町中芦川

御坂町八千蔵・蕎麦塚

市内全域

御坂町下野原

石和町東油川

石和町小石和

芦川町中芦川

御坂町下黒駒

平成26年2月4日

〃

平成26年2月25日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成26年3月18日

〃

〃

〃

〃

平成26年3月25日

〃

〃

総合評価

総合評価

総合評価

¥660,000,000

¥205,000,000

¥3,408,600

¥4,165,600

¥10,484,000

¥8,400,000

¥33,000,000

¥34,700,000

¥2,100,000

¥27,200,000

¥105,000,000

¥26,000,000

¥11,900,000

¥3,670,000

¥24,500,000

¥34,770,000

¥88,900,000

¥83,770,000

¥84,800,000

¥713,167,000

¥206,210,000

¥3,510,000

¥4,260,000

¥13,560,000

¥10,043,000

¥34,283,000

¥35,910,000

¥2,600,000

¥32,520,000

¥132,710,000

¥26,850,000

¥12,050,000

¥4,880,000

¥25,040,000

¥37,330,000

¥142,350,000

¥85,352,000

¥97,360,000

（株）飯塚工業

（株）小林事務機

（株）フジコー

（株）浅川工営

　中楯電気（株）

（有）椚設備

（有）若杉工務所

（有）荻野土建

（有）末木建設

（株）中村工務店

（有）エルテック

（株）日昇建設

（株）上組

（株）栗田工業

（株）芦沢組土木

（株）内藤ハウス

（株）芦沢組土木

（株）中村工務店

協和エクシオ・タツミエンジニアリ
ング・有電　建設工事共同企業体

高機能消防指令センターシステム及び
消防救急デジタル無線システム整備工事(債務)

青少年育成コーディネーター通信

n
o
.7
7

■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎ 055（261）3339

　石和地区青少年育成推進協議会では、３月９日に子どもたち
の “体験” をテーマとした「子どもまつり “2014” 」を石和ス
コレーセンターにて開催しました。
　オープニングショーでは、笛吹市出身のマジシャン水野翔さ
んによる華麗な数々のマジックに、会場中が引き込まれ大いに
盛り上がりました。
　また、屋外の自衛隊や消防署、警察署コーナーでは、子ども
たちが制服を着て機動車や消防車、パトカー等なかなか乗るこ
とのできない車両に自らハンドルを握り乗車体験をしました。
他にも、地震や煙体験、消火器の使い方など様々な体験をする
ことができ、とても貴重な時間を過ごせたことと思います。
　屋内での科学工作コーナーでは、手作りの工作で遊びながら
科学の不思議を体験し、料理体験コーナーでは、クレープ作り
を体験しました。おいしい匂いに誘われ、長蛇の列ができるほ
ど大人気でした。
　そのほか小学生の茶道・図書館・石和チャレンジの折り紙・
似顔絵・ガールスカウト・青推協コーナー等、約160人の方々
にご協力をいただき、盛大に開催することができました。
　このように、各地区の青少年育成推進協議会では、青少年の健全育成活動として、今年度も
様々な行事を実施いたしますので、多くの親子の皆さんのご参加をお待ちしております。

石和地区「子どもまつり“２０１４”」

　境
川
自
転
車
競
技
場
は
、
関
係
各
位
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
昨
年
秋
よ
り
施
工

し
て
い
ま
し
た
4
0
0
ｍ
バ
ン
ク
の
表
面

塗
装
工
事
が
無
事
に
終
了
し
、
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
自
転
車
競
技
で
快
適

に
競
技
で
き
る
状
態
が
整
備
さ
れ
、
全
国

か
ら
参
加
す
る
選
手
の
皆
さ
ん
迎
え
る
準

備
が
整
い
ま
し
た
。

　8
月
6
日
か
ら
8
日
の
3
日
間
は
、
境

川
自
転
車
競
技
場
で
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ー
ス

が
、
9
日
は
、
八
代

支
所
を
ス
タ
ー
ト
・

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す

る
八
代
町
・
境
川
町

内
の
1
周
12
・
6
㎞

の
周
回
特
設
ロ
ー
ド

コ
ー
ス
を
8
周
回
、

お
よ
そ
１
０
０
㎞
を

走
行
す
る
ロ
ー
ド
・

レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　大
会
期
間
中
、
交

通
規
制
等
で
、
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
全
国

各
地
か
ら
参
加
す
る

選
手
の
皆
さ
ん
へ
温

か
い
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

開
催
ま
で
あ
と
３
カ
月

〜
高
校
総
体
自
転
車
競
技
〜

笛吹市役所
八代支所

中央
自動
車道

笛吹
ライ
ン

笛吹
ライ
ン

笛吹市役所
境川支所

境川警察官駐在所

笛吹市消防本部
笛吹市消防署
中部出張所

八代郵便局
〒

御所簡易
郵便局〒

笛吹市立
八代小
文

笛吹市立
浅川中文

龍安寺
みやさか道

22

34

313

313

34

34

36

36

36

八代支所前
スタート・ゴール

笛吹市周回特設
ロードコース

ポスター最優秀賞
保坂　周さん（笛吹高校）

▼ 日程　8月9日（土）

▼コース　
○スタート・ゴール　八代支所前
○周回特設ロードコース　八代町・
　境川町内の1周12.6㎞を8周

▼車両通行止め時間　午前8時30分～
　午後0時30分（コースとなる道路）

■問合せ先 生涯学習課 インターハイ推進班
　☎055（262）1311　

ロード・レース
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■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎055（262）4111

笛吹市男女共同参画推進委員会
No.89

笛吹市・市民協働フォーラム2014
「絆・つながろう笛吹 つなげよう未来（あした）へ」が開催されました！

あいさつする星合深妃実行委員長

映画上映の様子

　2月には思わぬ豪雪に見舞われた笛吹市でしたが、3月23日、8
回の実行委員会を重ね、ずっと取り組んできた市民協働フォーラム
が、暖かい日差しに恵まれ開催されました。今年の参加団体は、展
示や活動発表など27団体でした。
　開会セレモニーでは、星合深妃実行委員長（NPO法人Happy 
Space　ゆうゆうゆう理事長）が、これをおいては他にないというよ
いテーマの下、市内で様々に活動する数多くの団体が一堂に会して、
こうしたフォーラムが開催される喜びを語られました。
　倉嶋市長も、真の自治は地域住民が、だれでも、どこでも主体的
に行動し、自らの地域は自らの力で育てる大切さを説かれました。

　私たち笛吹市男女共同参画推進委員会は、「家族みんなで協力し
あい楽しい家庭づくり in ふえふき」をテーマに、各部会の分担制で
3つの大きなイベントを行いました。
　1つ目は、市内の全保育所・保育園・幼稚園の年長組さんが描い
たポスター「家族との楽しい思い出」展示です。年長組さんの児童
517名が力いっぱい描いた絵はすばらしく、会場がにぎやかになりま
した。今回だけの展示ではとても惜しい力作ぞろいでした。

　2つ目は、映画上映です。今回は「うさぎドロップ」（平成23年8
月公開）を選びました。地域部会が受付を、広報部会が会場運営
を担当しました。事情があって若い独身男性が、6歳になる女の子を
引き取って育てるというあらすじですが、まず「子ども（ひと）を育てる」という意味を考えさせてくれる内容でした。

鑑賞された方は、異口同音に、「子どもを育てる難しさと愛をたくさ
ん感じられた」「子育てと仕事の両立は大変」「子どもは大人の生き
方、考え方を敏感に受け止めている、身につまされた」「もっと多く
の子育て真っ最中の人たちにこそ観てほしい」などの感想を寄せてく
れました。
　また、映画の上映中、一人で遊べる子どもを対象に「遊びのスペ
ース」を設置しました。担当した家庭部会からは、「子どもたちの遊
びのスペースだったが、むしろ大人が楽しめた時間だった。子どもた
ちは最後の片付けまで手伝ってくれた」との声が寄せられました。

　3つ目は、フードコート出店です。担当した職場部会からは、「炊
き込みご飯はおいしいと言っていただき、すぐに完売した。販売と一
緒にアンケートをとったが、80人中58人が“ワーク･ライフ･バランス”

という言葉を知らないことがわかり、次の取り組みに生かしていきたい結果となった」との声が寄せられました。
　また、KORENふえふき（Happy Space ゆうゆうゆう、みんなの楽校あっぷる、子育てサポート笛吹、わか
ば福祉会、社会福祉法人ゆうゆう）にご協力いただき、映画上映中、託児を実施することができました。「子ど
もを預かっていただき、安心して映画を楽しむことができた」と大好評でした。

　そして、「笛吹市をよりよくしていこうという熱い思いの結束だった！またがんばろう！」という星合実
行委員長の締めの言葉が印象的でした。反省点もありましたが、実りを手にしたフォーラム、より多くの市民の
参加を望まずにはいられませんでした。来年はより豊かな実りを願っています。

ポスターを眺める家族 県
立
博
物
館 

か
い
じ
あ
む
便
り

　県
立
博
物
館

で
は
、
毎
年
5

月
の
大
型
連
休

に
ご
家
族
揃
っ

て
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し

て
、
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　5月
4
日（
日
・
祝
）・
5
日

（
月
・
祝
）

▼
会
場

　体験
学
習
室

　ほ
か

▼
内
容

　

○
十
二
単
と
鎧
を
着
て
み
よ
う
！

○
弓
矢
で
的
を
射
て
み
よ
う
！

　
　

○
草
も
ち
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
！（
５
日

の
み
）

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ヂ
を
作
ろ
う
！

○
あ
そ
ほ
う
！
ま
な
ぼ
う
！
寺
子
屋
ひ

ろ
ば

　な
ど

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
イ
ベ
ン
ト
に

よ
り
当
日
受
付
（
先
着
順
・
定
員
あ

り
）
を
行
い
ま
す
。
観
覧
券
が
必
要

で
す
（
弓
矢
体
験
を
除
く
）。

※
日
時
に
よ
っ
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　5
月
19
日（
月
）ま
で
開
催
し
て
い
る

「
マ
ン
ガ
の
ち
か
ら
」
展
に
関
連
し
た
主

な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　パ
ラ
パ
ラ
マ
ン
ガ
、
4
コ
マ
マ
ン
ガ
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
模
写
、
ぬ
り
絵
な
ど
、

自
分
の
取
り
組
み
た
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
、
マ
ン
ガ
家
気
分
を
楽
し
も
う
。

▼
対
象

　未就
学
児
〜
小
学
生

▼
日
時

　5月
10
日（
土
）

　午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　県立
博
物
館
ロ
ビ
ー

※
当
日
受
付
（
事
前
申
し
込
み
不
要
、

参
加
無
料
）

▼
日
時

　5月
11
日（
日
）

　午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
会
場

　生涯
学
習
室

※
先
着

　1
2
0
人
・
当
日
受
付
（
事
前

申
し
込
み
不
要
）・
特
別
展
観
覧
券
必
要
。

※
上
映
作
品
等
、
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　県
立
博
物
館

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
ま
つ
り

特
別
展《
マ
ン
ガ
の
ち
か
ら
》

関
連
イ
ベ
ン
ト

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

「
マ
ン
ガ
家
に
な
ろ
う
」

ア
ニ
メ
上
映
会

釈迦堂遺跡博物館だより
　ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
し
ゃ

か
ど
う
で
土
偶
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
5
月
4
日（
日
・
祝
）・
5

日（
月
・
祝
）

　午
前
10
時
〜
午
後
3
時
（
30
分
程

度
で
作
れ
ま
す
）

▼
参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

※
申
し
込
み
不
要
。
持
ち
帰
れ
ま
す

　大
切
な
家
族
に
花
か
ご
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
よ
う
！
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で

か
ご
を
作
り
、
簡
単
な
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
し
ま
す
。

▼
日
時

　
5
月
10
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

▼
定
員

　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物

　5
0
0
㎖
の
カ
ラ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
（
よ
く
洗
っ
て
く
る
）

※
要
申
し
込
み

　新
緑
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
御
坂

路
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　
5
月
17
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
3
時

　※
雨
天
中
止

▼
定
員

　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　
2
0
0
円
（
保
険
代
）

▼
持
ち
物

　昼
食

　飲
み
物
（
雨
具
）

▼
服
装

　
歩
き
や
す
い
服
装

※
要
申
し
込
み

　古
墳
の
副
葬
品
〜
武
具
・
馬
具
・

装
飾
具
な
ど
の
展
示
。
古
墳
時
代
の

焼
き
物
〜
土
師
器
・
須
恵
器
の
展
示
。

▼
期
間

　
6
月
2
日（
月
）ま
で

▼
開
館
時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

　火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

▼
入
館
料

　一
般
・
大
学
生

　2
0
0
円

　小
中
高
生

　
　
　1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

G
W
は
し
ゃ
か
ど
う
へ
集
合
！

春
の
企
画
展

「
甲
府
盆
地
東
部
の
古
墳
」

御
坂
路
を
歩
こ
う

花
か
ご
を
作
ろ
う

　総務省では、6月1日から10日までを「電波利用環境保護
周知啓発強化期間」として、電波を正しく利用していただ
くための周知・啓発活動および不法無線局の取締りを強化
します。
　電波は暮らしの中で欠かせない大切なものです。電波
のルールはみんなで守りましょう。
■問合せ先　関東総合通信局
・不法無線局による混信・妨害　　　　☎03-6238-1939
・テレビ・ラジオの受信障害　　　　　☎03-6238-1945
・地上デジタルテレビ放送の受信相談　☎03-6238-1944

私たちの生活の安心・安全を脅かす
不法電波をシャットアウト!!
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記念品として桃源郷をあしらったハンカチを贈呈

団長に向かって宣誓を行う栁本団員

　3
月
19
日
、
ド
イ
ツ
友
好
交
流
視

察
団
報
告
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
11
月
に
、
市
民
16
名

を
主
体
と
し
た
視
察
団
が
、
バ
ー

ト
・
メ
ル
ゲ
ン
ト
ハ
イ
ム
市
で
産
業

振
興
な
ど
を
視
察
し
て
き
た
こ
と
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
医
師
の
指
導
に

よ
っ
て
飲
泉
の
摂
取
が
扱
わ
れ
る
な

ど
、
温
泉
療
養
面
で
の
地
域
産
業
が

発
展
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
熱
い
思

い
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
市
の
国
際
交
流
事
業
振
興

の
た
め
、
視
察
団
員
が
自
ら
「
バ
ー

ト
・
メ
ル
ゲ
ン
ト
ハ
イ
ム
市
部
会
」

を
立
ち
上
げ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　3
月
に
市
で
見
ら
れ
る
動
植
物

を
ま
と
め
た
冊
子
「
笛
吹
市
の
自

然
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
市
全
体
を
特
徴
あ
る

5
つ
の
区
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
環
境
の
中
で
多
く
見
ら
れ
る
動

植
物
を
写
真
と
と
も
に
解
説
し
た

も
の
で
す
。
フ
ル
カ
ラ
ー
1
0
0

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
3
4
0
種
類
も

の
動
植
物
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　1
0
0
0
部
作
成
し
、
市
内
の

学
校
に
配
付
し
た
ほ
か
、
市
立
図

書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「笛吹市の自然」

視察写真のスライドを使い、旅の思い出も交えて
報告された＝石和図書館視聴覚ホール

　3
月
19
日
、
J
I
C
A
（
国
際

協
力
機
構
）
の
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
、
南
ア
ジ
ア
の
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
派
遣
さ
れ
る
飯
島
千

華
さ
ん
（
春
日
居
町
出
身
）
が
、

倉
嶋
市
長
に
出
発
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

　飯
島
さ
ん
は
大
学
で
環
境
に
つ

い
て
勉
強
し
、
民
間
企
業
で
も
そ

の
分
野
で
働
き
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
で
は
首
都
ダ
ッ
カ
で
、
2
年
間
、

学
校
や
住
民
に
対
し
て
の
環
境
教

育
に
携
わ
る
と
の
こ
と
で
す
。

「笛吹市の自然」を掲げる
瀬田実編集委員（会長）

　4
月
1
日
、
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ

広
場
に
お
い
て
、
団
員
や
関
係
者
約

４
０
０
人
が
参
加
し
て
、
笛
吹
市
消

防
団
入
退
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　桑

原
団
長
は
訓
示
の
中
で
「
消
防

団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
に
関
す
る
法
律
」
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
消
防
団
員
に
課
さ
れ
た

任
務
の
重
さ
を
認
識
し
、「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
更
な
る
努

力
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　ま
た
、
1
1
8
人
の
新
入
団
員
を

代
表
し
て
、
八
代
分
団
第
1
部
の
栁

本
良
団
員
が
、
新
入
団
に
あ
た
っ
て

の
力
強
い
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

市
の
動
植
物
を
写
真
で

解
説冊

子「
笛
吹
市
の
自
然
」が
完
成

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
市
長
を
表
敬
訪
問

飯
島
千
華
さ
ん

市
民
へ
国
際
交
流
意
識
を

啓
発
し
た
い

ド
イ
ツ
友
好
交
流
視
察
団
報
告
会

市
民
の
安
心
安
全
を
守
る

消
防
団

消
防
団
入
退
団
式

ト クスッピ

石田香さん、渡邉茂さん、生松和美さん（境川町）、
後藤英人さん、土屋京子さん（甲府市）（左から）表彰される石田香さん

　　3
月
24
日
、
市
消
防
本
部
に
お
い

て
、
消
防
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　表

彰
さ
れ
た
の
は
、
石
田
香
さ
ん
、

渡
邉
茂
さ
ん
、
生
松
和
美
さ
ん
（
境

川
町
）、
後
藤
英
人
さ
ん
、
土
屋
京

子
さ
ん
（
甲
府
市
）
で
す
。

一
つ
の
命
を
救
っ
た

５
人
に
表
彰
状
！

消
防
本
部
表
彰
式

　3
月
15
日
未
明
、
大
雪
が
降
り
続

く
中
、
市
消
防
本
部
に
陣
痛
が
始
ま

っ
た
と
境
川
町
寺
尾
地
内
か
ら

1
1
9
番
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
6
時
間
後
、
分
娩
室
に
到
着

し
て
か
ら
7
分
後
に
1
人
の
女
性
が

元
気
な
男
の
子
を
出
産
し
ま
し
た
。

　石
田
さ
ん
、
渡
邉
さ
ん
、
生
松
さ

ん
は
、
1
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
積
雪

の
中
、
搬
送
中
の
救
急
車
が
立
ち
往

生
し
て
い
る
状
況
を
見
か
ね
、
幹
線

道
路
ま
で
の
8
0
0
メ
ー
ト
ル
を
重

機
や
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
除
雪
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　後
藤
さ
ん
、
土
屋
さ
ん
は
、
産
婦

人
科
医
院
ま
で
の
3
0
0
メ
ー
ト
ル

を
近
隣
住
民
と
協
力
し
、
通
り
道
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
け

れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
が
危
険
な
状
態
に

陥
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
救
急

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
功
績

に
対
し
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

＊
自
然
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
に
や

っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
日
頃
の

備
え
と
、
災
害
時
の
適
切
な
判
断

や
落
ち
着
い
た
行
動
が
極
め
て
重

要
に
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、
災
害
に
対
す
る
知
識

や
心
構
え
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

具体的な連携事項

両機関が有する知的・人的資源及び物的資源
の相互活用に関すること10

大学・大学院への職員の派遣研修の受け入れ
に関すること9

学生及び教職員による地域研究や実習等の受
け入れに関すること8

公共施設の再配置、行財政改革の推進、条例
規則等の整備に関すること7

コミュニティ活動の推進及び地域防災・防犯に
関すること6

食による健康増進や食育の推進に関すること5

環境保全や景観行政に関すること4

教育・生涯学習、文化・スポーツの振興に関
すること3

観光、情報及び農業等の地域産業の活性化に
関すること2

市民協働のまちづくり及び市民参加の推進に
関すること1

　4
月
2
日
、
多
様
な
政
策
分
野
で

連
携
し
協
力
す
る
と
と
も
に
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
活
力

あ
る
個
性
的
な
地
域
社
会
の
発
展
と

大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
笛
吹
市
・
山
梨
学
院
大
学

　包
括

的
連
携
協
定
締
結
・
調
印
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　市
が
大
学
機
関
と
包
括
的
連
携
協

定
を
締
結
す
る
の
は
、
初
め
て
の
こ

と
で
す
。

市
と
大
学
が

力
を
合
わ
せ
て

笛
吹
市
・
山
梨
学
院
大
学

　
　
　

包
括
的
連
携
協
定
締
結
・
調
印
式

協定を交わす倉嶋市長と古屋忠彦学長（左から）
＝山梨学院大学　広報スタジオ

topics
笛吹市の出来事いろいろ

3
て
、
消
防
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　表

彰
さ
れ
た
の
は
、
石
田
香
さ
ん
、

渡
邉
茂
さ
ん
、
生
松
和
美
さ
ん
（
境

川
町
）、
後
藤
英
人
さ
ん
、
土
屋
京
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インフォメーションインフォメーションインフォメーション書

図
書
館
情
報

図図 館
L I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

図
書
館
情
報

L I B R A R Y  E V E N T イベントイベントイベント

子ども子ども
図書館イベント

子ど子ど子ど子ど子ど子ど子ど子ど子ど子ど子ど子ど子ど市　立
図書館 読書月間

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

 

5
月
3
日（
土
）・
10
日（
土
）・
17
日

（
土
）・
24
日（
土
）・
31
日（
土
）

　午
前
の
部

　11
時
〜
11
時
30
分

　午
後
の
部

　2
時
〜
2
時
30
分

　毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

 

　5
月
8
日（
木
）・
22
日（
木
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　5
月
1
日（
木
）・
15
日（
木
）

　午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
ス
ペ
シ
ャ
ル
映
画
会

　５
月
3
日（
土
）
　午
後
2
時
か
ら

『
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
』
上
映（
約

90
分
）

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

５
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
（
大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）★

５
月
16
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

５
月
７
日（
水
）
　午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

５
月
４
日（
日
）・
25
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

５
月
９
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　５
月
11
日（
日
）
　午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

５
月
21
日（
水
）
　午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ
〜
わ
か
ば
の

お
は
な
し
会
〜

　５
月
18
日（
日
）
　午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
は
な
し
会

　5
月
10
日（
土
）

　午
後
1
時
30
分
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　
（
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

5
月
3
日（
土
）・
17
日（
土
）・
24
日

（
土
）・
31
日（
土
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

5
月
7
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日

（
水
）・
28
日（
水
）

　午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

 

5
月
10
日（
土
）
　午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や

　
も
も

　
（
乳
児
、
幼
児
向
け
）

５
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

５
月
10
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

５
月
17
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や

　
さ
く
ら
ん
ぼ

５
月
24
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向

き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば

随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

　石
和
図
書
館

　☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

　
　

　担
当

　石
倉

図書館イイイイベントベントベントベントベントベントベントベントベントベントベントベント図書館イベント5月

～いつもいっしょ、本といっしょ。～

5月
図
書
館
休
館
日

図
書
館
休
館
日

一
宮
図
書
館

☎
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火・木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水・金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日・土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土・日・祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

7
日（
水
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

７
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）・

28
日（
水
）・
30
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

6
日（
火
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

5
日（
月
）・
6
日（
火
）・
12
日（
月
）・

19
日（
月
）・
26
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

3
日（
土
）・
4
日（
日
）・
5
日（
月
）・

6
日（
火
）・
11
日（
日
）・
18
日（
日
）・

25
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

7
日（
水
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
）

石
和
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平

　
　
　日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月・火・木・金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日・土・日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

～いつもいっしょ、本といっしょ。～
　4月23日(水)から5月12日(月)は「子どもの読書週間」です。
　市立図書館では、5月を読書強化月間として楽しい企画をご用意していますの
で、ぜひお出かけください。すべて参加無料です。

　図書館職員によるしゃぼん玉のショーや、
しゃぼん玉遊びなど楽しい時間をいっしょに
過ごしませんか？

▶日　時　5月18日（日）午後1時30分から
▶場　所　スコレーセンター集会室・前庭

　図書館のいろんな仕事を体験してみませんか？
▶対　象　小学生
▶日時・場所
　5月 3日（土・祝） … 石和図書館・御坂図書館
　5月 5日（月・祝） … 一宮図書館
　5月10日（土）    …… 八代図書館
　5月24日（土）    …… 春日居図書館
　時間は申し込み時に、ご相談
ください。
※申し込みは各希望の図書館
へ連絡をお願いします。応
募多数の場合は、抽選で決
定します。

　保存期間を過ぎた雑誌、廃棄された一
般図書・児童書などのブックリサイクル
を行います。100円で買っていただいた
袋に詰め放題です。
▶日時　5月3日（土・祝）
　　　　 午前9時30分～午後4時30分
▶場所　一宮図書館前庭

ブックリサイクルブックリサイクル

第27回
しゃぼん玉まつり

第27回
しゃぼん玉まつり

一日子ども館長を
体験してみませんか？
一日子ども館長を
体験してみませんか？
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編 集 後 記 ▼人事異動で広聴広報担当を離れるこ
とになりました。4年間、広報紙に携わら

せていただき、この間、市民の皆さんをはじめ、広報紙を
配布してくださった行政区役員の方々、取材などに快く応
じていただいた方々など関係各位にはお世話になりました。
この場をお借りして感謝を申し上げます。おかげさまで楽し
く仕事をすることができました。ありがとうございました。な
お、この号をもって後任の０さんにバトンタッチしますが、引
き続き「広報ふえふき」をよろしくお願いいたします。　（ｋ）

▶日時　5月24日（土）～ 25日（日）
　　　　午前9時～午後4時
▶場所　すずらん群生地大駐車場 特設テント村

▶日時　5月24日（土）～ 25日（日）午前10時から
▶場所　田舎体験おてんぐさん
▶申込期限　前日までに
※祭り期間中、おてんぐさんと同じ敷地内にあ
る市営釣堀を利用された方に、もれなく芦川
産の野菜がプレゼントされます。
■申込・問合せ先　田舎体験おてんぐさん
　☎055（298）2833　☎055（298）2603

▶時間　午前9時30分～午後6時
■問合せ先　☎055（298）2820

　芦川の源流域には、全国的にも珍しい「にほ
んすずらん」の群生地があり、県の自然記念物
にも指定されています。
　白樺林のさわやかな空気を感じながら、かわ
いいすずらんの花を探してみませんか。

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

DATA FUEFUKI  ●人口  71,132人（－205） ●世帯  28,242世帯（＋23）
　　　　　　　     ●男　  34,450人（－131） ●女　  36,682人（－74）
　　　　　　　     H26.4.1現在（　）は前月比

この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と
ベジタブルオイルインキを使用しております。

● 発行／2014． 5． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／経営企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi. jp/

特産品販売

そば・ほうとう打ち体験

芦川農産物直売所 おごっそう家

　芦川の源流域には、全国的にも珍しい「にほ

すずらんの里祭り
笛吹市

芦川町

5月24日（
土）～

      25日
（日）祭り

期間 

■問合せ先　芦川支所　☎055（29 8）21 1 1



2014

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎

☎

☎

☎

055（261）0119
055（224）4199
055（252）9955
055（226）3399

笛吹市役所 本庁 055（262）4111☎
●

●

御 坂 支 所
境 川 支 所

☎

☎

055（262）2271
055（266）2111

●

●

一 宮 支 所
春日居支所

☎

☎

0553（47）1111
0553（26）3111

●

●

八 代 支 所
芦 川 支 所

☎

☎

055（265）2111
055（298）2111

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

※戸籍証明申請については、委任状不可

26日 ◇上下水道使用料口座振替日
●石和町　川中島（荒屋）、四日市場（日の出）、市部、窪中島、八田、山崎、松本、駅前、山岸、下平井、上平井、中川
●八代町　北、高家、増利、米倉、竹居、大間田
●一宮町　末木、本都塚、北都塚、金田、坪井、田中、中尾、南野呂、北野呂、小城、上矢作、下矢作、桃の里団地、
　　　　　竹原田、東原
●御坂町　全域　　●春日居町　全域

◇温泉使用料口座振替日　●春日居町　全域
◇軽自動車税全期口座振替日

6月2日 ◇保育料5月分口座振替日
◇軽自動車税全期納期限

月5

支所からのお知らせ
境川支所
▶PTA廃品回収日
　5月25日（日）

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２６３）０８４８
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

■問合せ先　戸籍住民課または各支所

○住民票の写し・印鑑登録証明書を、証明書自
動交付機では1通100円、全国のセブンイ
レブン・ローソン・ファミリーマートでは1通
200円で取得できます。

無料で住民基本台帳カードが作れる
期間が、平成27年12月末日まで

延長されました。

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・一宮保健センター
●多重債務相談会
・PM1:30～3:00受付
・スコレーパリオ

●結婚相談所
・PM1:30～4:30
 （受付4:00まで）
・春日居コミュニティーセンター
●ステイトブラス山梨特別公演
・PM7:00～9:00
 （開場PM6:30）
・スコレーセンター

●金川の森ブラスクインテッ
ト演奏会
・PM3:00～5:00
 （開場PM2:30）
・スコレーセンター

●軽スポーツ教室
・PM8:00～
・若彦路ふれあいスポーツ館
問：八代支所

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・八代支所

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・八代支所

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・境川支所

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・御坂支所

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・御坂支所

●日曜窓口（国民健康保険業
務関係一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・南館
●狂犬病予防注射予備日
・AM9:00～11:30
・春日居支所北側駐車場

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・春日居支所

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・南館

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・御坂支所

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・御坂支所

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・スコレーパリオ

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・一宮支所

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・一宮支所

●特定計量器（はかり）定期検査
・AM10:00～PM3:00
・一宮支所

●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ
公園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・境川町坊ヶ峯ふれあいセンター

●日曜窓口（住民基本台帳カ
ード交付日）
・AM8:30～PM5:15
・南館

●日曜窓口（住民基本台帳カ
ード交付日）
・AM8:30～PM5:15
・南館
●結婚相談所
・AM9:00～12:00
 （受付11:30まで）
・春日居福祉保健センター

●日曜窓口（国民健康保険業
務関係一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・南館

大安
振替休日

仏滅
こどもの日

先負
みどりの日

友引
憲法記念日

赤口大安仏滅

先負友引先勝赤口

先勝赤口

先勝赤口大安

赤口 赤口

仏滅先負友引先勝

大安仏滅先負友引

大安友引 先負先勝 先勝

1

874

32

1511

109

2218

1716

24

31

23

30

65

141312

212019

28 29272625



保健だより 　 問合せ先　健康づくり課 055（261）1901☎

　 問合せ先　芦川支所 055（298）2111☎

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所055（262）4111☎

乳幼児健診など乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者乳幼児予防接種通知対象者

M E M O

5月

5月 2 0 1 4

2 0 1 4

月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4水曜日・土曜日

小石和・上平井
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

12日(月)、19日(月)、26日(月)、
AM9:00～11:00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 1日(木)、8日(木)、15日(木)、
22日(木)、29日（木） PM1:30～4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容

可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

4
（日）

4
（日）

川中島・八田・四日市場・
広瀬

11
（日）

仲町・窪中島・県営住宅・
山崎・駅前・東高橋・
河内・恵比寿

18
（日）

日の出・下平井・上平井・
松本・山岸・唐柏・向田

25
（日）

東町・長塚・西町・中川・
今井・小石和・井戸

全 地 域

全 地 域全地域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域 全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙

11
（日）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

18
（日）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区

25
（日）

黒駒地区

金田・小城・
北都塚・末木・
下矢作・本都塚・
国分

熊野堂・下岩下・
別田・桑戸・加茂・
寺本・枝郷

小松・国府・徳条・
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

3
（土）

坪井・田中・
竹原田・東原

4
（日）

東新居・狐新居・
金沢・土塚・神沢・
石・地蔵堂・千米寺

10
（土）

中尾・一ノ宮・
南野呂・北野呂・
上矢作・市之蔵・
塩田・新巻

11
（日）

月・金

土

15
（木）

月・木

土

15
（木）

月・木

土

10
（土）

17
（土）

南・増田・永井・
米倉21

（水）

北・高家・岡・
竹居・奈良原22

（木）

坪井・田中・
竹原田・東原18

（日）

金田・小城・
北都塚・末木・
下矢作・本都塚・
国分

17
（土）

中尾・一ノ宮・
南野呂・北野呂・
上矢作・市之蔵・
塩田・新巻

25
（日）

東新居・狐新居・
金沢・土塚・神沢・
石・地蔵堂・千米寺

24
（土）

月・木

4
（日）

4
（日）

マタニ
ティ
スクール

育児学級

離乳食教室

「パパと一緒に楽
しい育児」

平成26年8月～9月出産予定の
初産婦 17日(土)

AM9:00～
9:10受付

第１子が平成25年11月生の保護者 27日(火)
AM9:30～
9:45受付

AM9:30～
9:45受付

乳幼児におこりやすい
病気とその対処法 第１子が平成25年12月生の保護者 22日(木)

種 類 場所対 象 日 時

（小石和・上平井・
山岸を除く ※2）

予 防 接 種 名

四種混合
(ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ)

BCG

平成２５年５月生まれ

平成２６年３月生まれ

平成１５年５月生まれ

平成２３年５月生まれ日本脳炎1期
麻しん・風しん混合1期

ヒブ
小児用肺炎球菌

二種混合2期（ジフテリア・破傷風）
平成２６年４月生まれ

平成２５年５月生まれ

ロ　　タ
水　　痘
流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

PM1:00～
1:30受付

4カ月児
健康診査

平成26年1月1日～1月13日生 13日(火)

平成26年1月14日～1月31日生 27日(火)

10カ月児
健康診査

平成25年7月1日～7月16日生 14日(水)

平成25年7月17日～7月31日生 28日(水)

平成24年9月18日～10月3日生 2日(金)

平成24年10月4日～10月16日生 23日(金)

平成24年2月21日～3月15日生 7日(水)

平成24年3月16日～4月2日生 30日(金)

平成23年1月14日～2月4日生 9日(金)

平成23年2月5日～2月22日生 20日(火)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成21年4月25日～5月11日生 1日(木)

平成21年5月12日～5月25日生 8日(木)

2歳児歯科
健康診査

※対象者には、後日予診票・契約医療機関等の
詳しいお知らせをします。
接種時期等の内容をよく確認し、契約医療機
関にて予防接種を受けてください。

※他市町村より転入された方、予診票のない
方、合併前の予診票をお持ちの方は、健康づ
くり課までご連絡ください。
※水痘は、平成26年秋頃から定期接種に変わ
る予定です。
※子宮頸がんの予防ワクチンの接種について
は、積極的にはお勧めし
ていません。
接種にあたっては、有効
性とリスクを理解した上
で受けてください。

通知発送対象児

定
期
予
防
接
種

任
意
予
防
接
種

◆ ◇ ◆ ◇ その他のお知らせ ◇ ◆ ◇ ◆◆ ◇ ◆ ◇ その他のお知らせ ◇ ◆ ◇ ◆
【集団検診のお知らせ】
芦川町
▶日時　5月13日（火）　午前8:30～10:00受付
▶場所　芦川ふるさと総合センター

石和町
▶日時　5月19日（月）～22日（木）　午前8:30～10:30受付
▶場所　スコレーセンター
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